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第 7回麻 しん対策推進会議

ヽ
一 議事次第 一

平成 23年 3月 2日 (水 )

15時 30分 ～ 17時 30分

厚生労働省専用第 12会議室

I開 会        ,

I 言義 事

1 報告事項

(1)麻 しん等の発生状況について

(2)麻 しん風 しん予防接種の実施状況、抗体保有状況について

(3)麻 しんの検査診断について

2 検討事項

(1)麻 しん排除に向けた今後の取組について

3 その他の事項

(1)麻 しん排除の基準に関する国際的な状況について

Ⅲ 閉 会

(資 料 )

資料 1-1 麻 しんの発生状況について

資料 1-2 SSPEの 発生状況について

資料 2-1 平成 22年度麻 しん風 しんの予防接種の実施状況について

資料 2-2 流行予測調査 ヽ

資料 3-1 麻 しんの検査診断について

資料 3-2 地方衛生研究所における麻 しんの検査実績について

資料 3-3 麻 しんの発生届について

資料 4   麻 しん排除排除計画中間評価研究報告

資料 5   平成 23年度以降の取組について

資料 6   麻 しん排除の基準に関する国際的な状況について



資料 1下 1

第7回麻しん対策推進会議
平成23年3月 2日

麻しんの発生状況

国立感染症研究所・麻しん対策技術支援チァム

◎ 表の内容

・ 麻しんの定点報告数の推移

・ 人口動態調査における麻疹が死因となった死亡者
数の推移 (人 自動態統計より)

・ 発生動向

―週別報告数の推移
一人口百万対報告数の推移
‐年齢別報告数の推移
―病型別報告数の推移
二「輸入例」の推移

・ まとめと今後の課題
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◎ 麻しん週別定点報告数の推移
1999盗F-2007盗再
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0 麻疹が死因となった死亡者数
1980-2009年 (人 口動態統計より)

1991年までは毎年40例前後、1992年～2001年には20例前後の死亡者が報告
されており、5歳未満の小児が中心にあった。幸い、近年、麻疹による死亡は減っ
たが、その多くが成人。
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:(≫
    麻しん排除への動き      i

O 日本を含む世界保健機関(WHo)西太平洋地域の加盟国:2005年9

月の年次総会において2012年までに麻しん排除を達成させることを
決議。

・ なぜ麻しんは排除すべき感染症なのか?
―感染力が強い(いわゆる「新型インフルエンザ」の6～ 8倍 )

―免疫を持たない場合には、ほぼloo%発症   |
二1人/1000人 が脳炎
-1人/10oo人 が死亡
(日 本だけのデータを参考にしても「新型インフルエンザ」の100倍 )

・ 厚生労働省 :2007年 12月 、「麻しんに関する特定感染症予防指針」
をとりまとめ、2012年度までに麻しん排除達成することを正式に国
の目標とすると発表。→そのための施策の一つとして2008年1月 よ
り、麻しんは五類定点報告疾患から五類全数報告疾患となった。

◎

麻しん発生動向2008～ 2010年
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週別麻しん報告数の推移

39%減 2010年
n=450

96%減

14710131619222528313437404346495236912151821242730,31639424548511471013161922“ 28113● 37404346診
龍

感染症発生動向調査 2011年 2月 4日現在

◎
報告数

2009年～2010年

週別麻しん報告数の推移

診断週
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都道府県別人口百万対麻しん報告数
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◎ 年齢別接種歴別麻しん累積報告数
2008年～2009年

碁章鶴鶏壷
県県県県県

麻疹患者のワクチン接種歴別年齢分布,2009年
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◎ 年齢別接種歴別麻しん累積報告数
2010年第1週～52週 (h■450)

報告数

◎

34 36 38 40 42 
“

 46 4850歳
以上

接種歴のある5歳未満児症例の検討

正確な麻しんの診断にはtウイルス学的検査としM抗体価
の結果を検討する必要がある。
正確な検査診断には、検査のための検体を適切な時期に採
取することが重要。また、その情報が把握できる届出項目が
必要である:

報告例 n=118

ワクチン接種後
28日 以内の3症

例を含む

臨床診断例
n=24(20%)

・9,例 :増M抗体価での診断(ワクチン接種後28日 以内
のフ症例を含む)

・1例 :ペア血清
口抗体価入力があったのは7症例のみ
・ICR陰性かつしM陽性例も含まれる
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◎

国外で感染したと推定された症例
(輸入例)について
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◎

累積報告数       11,o15

(ni累轟 ≦壌FピLめる害1合%)   27(0.3)

15(55.6)

12(44.4)

0(0)

22 (0-39)

739

18(2.4)

1(5.6)

16(88.9)

2(5.6)

450‐

33(7.3)

9(27.3)

10(30.3)

18(51.4)

臨床診断例

(n、 輸入例に占める割合%)

検査診断例 :tM抗体価のみ
(n、 同)

検査診断例 :遺伝子型判明例
(nt同 )

年齢中央値

(歳、範囲)
1.5 (0-37)    11(1-36)

・ 輸入例とは推定感染地域が国外の症例。関連症例とは、輸入例と疫学的関連が示唆
される症例。

の感染推定地域と遺伝子型
201o年 (h=33)

感染推定地域
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遺伝子型判明例
n=18

14

2

2

0

0

0

0

0

遺伝子型

D9(14).

Hl(2)

D4(1),D8(1)



轟
２。
１８
・６
・４
・２
・０
８
６
「
２
０

15例の概要
・年齢中央値 6歳 (1～ 44)

:2事例の集団発生(計9例 ):いずれも輸入例から未接種
者を中心に感染拡大

・渡航先で麻疹感染→国内で発症

:渡航先で麻疹感染→国外で発症後、発症したまま帰国

①国外で麻疹に感染するリスクー

②国内での感染拡大のリスク
③移動中に国外・国内で感染拡大のリスク

9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 4143 4547 49 51
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◎ 月11麻疹ウイルス分離・検出報告数、2006年 1月～2011年 1月

腕原微生物検出情報:2011年2月 3H現在報告数}
*各都道府肺 の地方衛生既究所からの分離/検出報告を図に示した

2006～ 2008年に国内例から検出された株のほとんどがD5型であった。
A型はワクチン株である。
積極的にウイルス学的検査が行われる傾向。特に渡航歴のある症例。
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まとめ
・ 麻しん患者の年間累積報告数は、2oo8年に比較して2olo

年は96%減少し45o例であった。

・ 人口百万人あたりの発生数は3.5であり、麻しん排除状態
の一つの目安となる1.oを上回つていた。

・ 海外で感染したと推定される、いわゆる「輸入例」が相対的
に増えている。

・ 2110年～2011年にかけて発生した輸入例を発端とする集
団発生は、ヮクチン未接種者、もしくは2回 目のワクチンを
まだ受けていない保育園児や小学校高学年児童が多くを
占めた。

・ 麻しんの確実な検査診断がますます重要になっている。向
時にt検査結果の妥当性を検討する根拠となる発病日や
検体採取日の把握も重要性が増している。

遺伝子型

□ 未翻

□ A

□ D4

■ D5

国 D8

毯 D9

□ III
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◎ 今後の課題

感受性者対策-2回のワクチン接種率を95%以上
|

にすることに加え、集国発生がおこった際の定期接
種対象外 (例 :来年度は対象となる小学校6年生).

べの対策 j

確実な麻しんの診断二適切な時期に採取された検
体による検査診断

疫学的調査の徹底―感染源や感受性者の特定や .

対策

麻しん排除への社会的な機運の醸成
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資料1-2

璽急性硬1じ性全脳炎 (SSPE)
発生状況について

第7回麻しん対策推進会議

2011年 3月 2日 (水 )

麻しん対策技術支援チTム

●

●

麻疹に罹患しなければ、

ISSPE

亜急性硬化性全脳炎 (Subacute sclё「osing panё ncephalitis)

麻疹に罹患してから、数年の潜伏期間の後に発症し、発病後は
数月から数年の経過(亜急性)で神経症状が進行

ぼ訂蕩卍纏琶EE聰春脇 毛免疫機能
が低下している状態

ミ多いとされる .
発症率 :麻疹罹患者数万人に1人

治療法は確立されていない

全経過は通常数年で死亡に至る

一亜急性硬化性全脳炎(SSPE)診療ガイドライン(案)一
厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業

プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関する調査研究班
プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班

SSPEにはならなもヽ  _



SSPE発生数の把握について

。麻しんとしては報告されない              |
↓
。 今回用いたデ■タ
特定疾患治療研究事業

1972(昭和47)年に発足した難病患者の医療費の助成制度
自己負担分のァ部を国と都道府県が負担
SSPEを含む難病56疾患が対象(SSPEは 1998年度から対象)

受給者証交付件数日臨床調査個人票の電子入カデータを集計
※デニタの内容は、生年月日、発病年月、症状、検査所見、治療、
生活状況など
データ入力は2001年度から開始され、2003年度から本格実施と
なつた。各都道府県によって入力されている。
厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業「プリオン病及び遅発
性ウイルス感染症に関する調査研究班」の元、データ集計を行うた。

SSPEの特定疾患医療受給者証交付件数
120

100

０
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６

　

　

　

　

４

件

数

1998年 1999年 2o00年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年

(注)有効期間は1年間であり、交付件数は新規交付数ではない。
他の補助を受けている者(小児慢性特定疾患治療研究事業、生活保護、小児医療費等)は、特定
疾患治療研究事業による医療受給の申請していない場合がある。
※小児慢性特定疾患治療研究事業の対象者は、2000～2007年度に平均19.5例
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0

SSPEの発病年齢

新規個人票データの得られた15例
(2001～ 2009年 10～ 3例ノ年)

◆麻疹罹患からSSPE発病までの期間
(両方の年齢情報が得られだ13例 )

平均値10.5年 、中央値10年、範囲3ん 26年

◆麻疹ワクチン接種歴
なし10例

あり2例 (11か月齢に接種・同月齢で麻疹発生1例、接種年齢
の記載なし1例 )

記載なし3例

1  2 3 4  5 6  7 8 9 10 11 12 13 1415 1617 18192021 22232425262728293031 323不 明

年齢(歳)       特定疾患治療研究事業による人ヵデ_タ

SSPE発病年齢は、平均値 12歳、中央値 11歳 (1～33歳 )(n=116)

※発病年齢の記載のないもの(14例 )、 明らかな記載ミスと判断できたもの(2例 )は、生年と発病年
の差として算出した。発病年齢が複数記載されたもの(11例 )は、同様に生年と発病年から判断した。
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都道府県別特 療受給者 交付件数
度 )

露嘉‖薔曹量ヨ懲1菫 I職彗讐講:讐軍[露I雪讐‖:よ首:言言詈彗]]::讐退馨瞥1重 ]こ璧晏露
特定疾患治療研究事業による入カデータ

証

件

数

SSPE患者の年齢
特定疾患医療受給者証交付件数(2008年度 )

0～ 9畿 10～ 19歳 20-29粛置 40～ 49歳   50～ 59歳

４５

４。

３５

３。

２５

２。

１ ５

‐ ０

５

０

件
数

30～ 39歳

2008年度にデニタ入力のあつた52例は、男性33例、女性19例
特定疾患治療研究事業による入カデータ



SSPEの臨床症状
特定疾患受給者証交付件数(2008年度)
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特定疾患治燎研究事業による入カデータ

SSPEの社会活動状況
特定疾患医療研究事業による入カデ=夕例数(2008年度)

52例のデータ中情報の得られた49例

日入所

日入院

□在宅彙養

口就学

口載労

5～ 9年(10) 10～ 14年 (16) 15～ 19年(13)  20年～0)

発病後年数(例数)

52例の日常生活状況は、全面介助が42例 (80.8%:記載なしを除くと93.3%)
ケア状況では、鼻腔栄養26例、胃癌20例 t気管切開28例、:人工呼吸器10例

データ入力された52例



結果 ‐

O SSPE患者数とその状況を把握する目的で、特定疾患治療研

李壼麦親憑嘉多事異ξ零曙療零9者証交付
1警

・電子入力

・ 患者数はt少なくとも100例前後の状況が続いている。
(小児慢性特定疾患治療研究事業対象者を合わせると少なくとも120例前後)

,SSPE発病年齢は、平均12歳、中央値11歳 (1～ 33歳 )

・ 麻疹罹患からSSPE発病までの年数は、平均10.5年、中央値
10年 (3～26年 )

・ 患者の年齢は20代をピークに10～30代で96%を占め、40代以
上はわずかであった。

・ SSPE患者は、知的退行、言語障害、摂食または哺下障害、運
動障害などの症状を高率に有し、在宅で全面介助の状況で生
活している者が大半を占めていた。

今後の課題

・ 特定疾患治療研究事業受給者件数はSSPE患者数を
正確に反映せず、毎年の新規発症者の把握もできな
い状況である。      1

調査個人票から得られる情報は、患者の疫学状況・
病状・治療状況口生活状況等の把握が可能であり、診
療や家族支援、麻疹対策推進に非常に有用と考えら
れる。しかしデータ入力率は500/0程度に留まっている。

SSPEの正確な新規発症者数日患者数の把握、また、
症状・治療・生活状況等を含めた状況日経過を把握で ,

きる一貫したサニベイランスの実施が必要である。



平成 22年度定期の予防接種 (麻 しん風 しん第 2期～第 4期 )

の実施状況の調査結果について (中 間評価 )

総合表 1-1 平成 22年度 12月 末中間評価 都道府県別麻 しん 口風 しん含有ワクチン接種率
接種対象群別結果一覧 (平成 22年 4月 ～12月 ) ・ ・ ・ ・ ・ ・   1

総合表 1-2 平成 22年度 9月 末中間評価 都道府県別麻 しん 口風 しん含有ワクチン接種率
接種対象群別結果一覧 (2010年 4月 ～9月 ) ・・・ 口・・  2

資本斗2-1

総合表 21

総合表 2-2

表 1-1

表 12

表 1-3

表 2-1

平成 22年度中間評価 都道府県別麻 しん 。風 しん含有ワクチン接種率 接種
対象群別結果一覧 ・・ 1・ ・・  3

平成 22年度中間評価 都道府県別麻 しん含有ワクチン接種率 伸び率の比較

平成 22年度 12月 末中間評価 第 2期 麻 しん・風 しん含有ワクチン接種率
・ ・・ ・・・  5

平成 22年度 12月 末中間評価 第 3期  麻 しん・風 しん含有ワクチン接種率

平成 22年度 12月 末中間評価 第 4期 麻 しん・風 しん含有ワクチン接種率
・ ・・ "・ ・  7

平成 22年度 9月 末中間評価 第 2期 麻 しん 口風 しん含有ワクチン接種率

表 2-2 平成 22年度 9月 末中間評価 第 3期  麻 しん・風 しん含有ワクチン接種率

表 2-3 平成 22年度 9月 末中間評価 第 4期 麻 しん・風 しん含有ワクチン接種率
・・・・・・ lo

表 3-1 平成 22年度 12月 末中間評価 第 2期 麻 しん・風 しん含有ワクチン接種率
接種対象群別結果一覧 (指定都市別 ) “

・ ・ ・ ・ ・ 11

表 3-2 平成 22年度 12月 末中間評価 第 3期 麻 しん・風 しん含有ワクチン接種率
接種対象群別結果一覧 (指定都市別 ) ・ ・ ・ ・ ・ ・ 12

表 3-3 平成 22年度 12月 末中間評価 第 4期 麻 しん 。風 しん含有ワクチン接種率
接種対象群別結果一覧 (指定都市別 )

,・ ・・・・ 13



表 牛1 平成 22年度 12月 末中間評価 第 2期
接種対象群別結果一覧 (中核市別 )

表 4-2 平成 22年度 12月 末中間評価 第 3期
接種対象群別結果一覧 (中核市別 )

表 牛3 平成 22年度 12月 末中間評価 第 4期
接種対象群別結果一覧 (中 核市別 )

表 卜1 平成 22年度 12月 末中間評価 第 2期
接種対象群別結果一覧 (特例市別 )

表 5-2 平成 22年度 12月 末中間評価 第 3期
接種対象群別結果一覧 (特例市別 )

表 卜3 平成 22年度 12月 末中間評価 第 4期
接種対象群別結果一覧 (特例市別 )

表 6-1 平成 22年度 12月 末中間評価 第 2期
接種対象群別結果―覧 (特別区別 )

表 6-2 平成 22年度 12月 末中間評価 第 3期
接種対象群別結果一覧 (特別区別 )

表 63 平成 22年度 12月 末中間評価 第 4期
接種対象群別結果―覧 (特別区別 )

表 7-1 平成 22年度中間報告 第 2期 麻 しん

表 72 平成 22年度中間報告 第 3期 麻 しん

麻 しん・風 しん含有ワクチン接種率
● 口 ● ● ● ● 14

麻 しん 口風 しん含有ワクチン接種率
● ● ● ● コ ● 15

麻 しん 口風 しん含有ワクチ ン接種率
口●●●●●16

麻 しん・風 しん含有ワクチン接種率
● ● ● ● ● ● 17

麻 しん・風 しん含有ワクチン接種率
・ ・ ・ ・ ・ ・ 18

麻 しん・風 しん含有ワクチン接種率
・ ・ ・ ・ ・ ・ 19

麻 しん・風 しん含有ワクチン接種率
・ “・ ・ ・ ・ 20

麻 しん・風 しん含有ワクチン接種率
・ ・・ ・ ・ ・ 21

麻 しん・風 しん含有ワクチン接種率
・ ・ ・ ・ ・ ・ 22

風 しん含有ワクチン接種状況
・ ・ ・ ・ ・ ・ 23

風 しん含有ワクチン接種状況
・ ・ ・ ・ ・ ・ 23

表 73 平成 23年度中間報告 第 4期  麻 しん・風 しん含有ワクチン接種状況
・ ・ ・ ・ ・ ・ 24

(参考 :麻 しん・風 しんの定期予防接種の接種対象者 )

第 1期 :生後 12月 か ら24月 の間にある者 (1歳 )

第 2期 :小学校入学 1年前の間にある者 (概ね 6歳代 )

第 3期 :中学 1年生相当の年齢にある者 (概ね 13歳代)

第 4期 :高校 3年生相当の年齢にある者 (概ね 18歳代 )

※第 3期 、第 4期 は時限的な措置として平成 20～ 24年度の 5年間のみ実施



麻しん
第2期

(%)
第3期

(%)
第4期

(%)
風しん

第2期

(%)
第3期

(0/o)

第4期

(%)

全  国 70.9 68.9 58.8 全  国 70.9 69.0 58.9

1 Jヒ

"尋

64.9 61.6 58.7 1 Jヒ涎理ii 64.9 61.6 58.8

2 青森県 67.5 80.5 71.3 2 青 森 県 67.5 80.5 71.3

3 :県 78.8 72.5 72.7 3 78.8 72.5 72.8
4 ヨ城 74.6 80.1 68.9 4 宮城 ! 74.6 80.2 690
5 飛k田 県 78.3 81.2 74_8 5 秋田県 78.3 81.3 74.9

6 1形 県 73.8 80.2 78.6 6 1形 73.8 80.2 78.6
７
′ 冨島リ 70.3 68.5 58_6 7 ネ冨涯 70.3 68_5 58.6

8 茨城 県 76_3 92_6 70.4 8 茨城 県 76_3 92_6 70.4

9 万木県 72.2 84.4 63.2 9 :木県 72.2 84.4 63.2

10 群馬 ; 80.9 82.7 68.6 10 群 層 80.9 82.7 68.7

埼玉県 71.3 60.3 48.8 埼 玉 県 71.3 60.3 489
12 千 妻 70.9 72.0 51.2 12 千葉 県 70.9 72.1 51.4
13 都 68.3 62.6 44.3 13 5 68.3 62.7 44.4
14 神奈 jl 61.9 59.0 37.6 14 申奈川 ; 61.9 59.1 37.7

15 新潟県 81.2 80.1 68.8 15 新 濡 81.2 80.1 68_8

16 ]山 県 77.3 87.7 79.4 16 ]山 県 77.3 87.7 79.5

17 石サ| 77.5 80.3 74.1 17 石り| 県 77.5 80.3 74.1

18 ト 82.6 88.5 81.4 18 82.6 88.5 81.5

19 LL
――

ヽ 72.7 66.4 63.7 19 世 梨 72.7 664 63.8

2C 長野リ 76.2 80.6 63.7 20 長野 県 76.2 80.7 64.0

21 岐阜県 78.8 78.5 72.5 21 岐阜 県 78.8 78.5 72_6

22 静岡県 74.9 74.6 72_4 22 争1司 ; 74.9 74_7 72.4

23 愛知県 77.0 72.6 69.8 23 愛知 県 77.0 72.6 69.8

24 =電 77.2 67.4 65.1 24 三 車 県 77.2 67.4 65.1

25 71.8 62.5 57.7 25 71.8 62.5 58.1

26 77.9 84.3 57_8 26 こ者5∫ 77.9 84.3 579
27 大阪Л 64.8 60.6 47.5 27 大阪「 64.7 60.5 47.4
28 兵庫県 69.4 67.4 61.5 28 兵 庫 県 69.4 67.4 61.6

29 良 71.6 62.9 55.9 29 奈 良県 71.6 62.9 55_9

30 禾日 【山 75.9 76.3 65.2 30 75.9 76.3 652
31 鳥取リ 73.7 64.8 64.8 31 鳥取 県 73.7 64.8 64.9

32 島根県 793 74.5 70.4 32 島根 県 79.3 74.5 70.3

33 岡山塀 67.6 70.6 62_1 33 司山県 67.6 70.6 62.2

34 広島リ 64.5 65.8 59.6 34 広 贋 64.5 65.8 59。 7

35 山口県 71 6 69.5 65.2 35 山 口 71.6 69.5 65_2

36 :島 74.0 72.0 66.4 36 徳島県 74.0 720 66.4

37 78.8 74.4 70.2 ７
′

０
０ 川 県 78.8 74.4 70.2

38 愛媛県 72.1 70.8 68.1 38 愛 頻 県 72_1 70.8 68.3

39 高知リ 60.5 58.3 55.6 39 高知 60.5 583 55.6

40 福岡リJ 66.3 55.5 54.1 40 ネ冨隔1! 663 55:5 54.1

41 佐 早※ 709 74.2 76.7 41 佐管 県※ 70.9 742 76.7

42 長 山 72.7 69.3 65.8 42 ヨ
、 72.7 69.3 65.8

43 熊本 県 67.3 70.1 57.3 43 貢員,卒ξ垢議 67.3 70.1 57.3

44 大分リ 68.7 63.5 61.4 44 大分県 68.7 63.5 61_5
45 ]山 629 69.2 66.0 45 宮崎 ! 62.9 692 66.0
46 l早 .島 県 73.1 61.2 60.9 46 鹿児 島県 73.1 61.2 60.9
47 71.9 66.4 57.0 47 1縄県 719 66.4 571
※佐賀県のみ 11 末時点の

総合表11

平成22年度 12月 末中間評価 都道府県別麻しん口風しん含有ワクチン接種率 接種対象群男1結果一覧
(平成22年 4月 ～ 12月 )

平成22年 12月 末時点

-1-



総合表12

平成22年度 9月 末中間評価 都道府県別麻しん・風しん含有ワクチン接種率 接種対象群別結果一覧
(平成22年 4月 ～9月 )

平成22年 9月 末時点

麻しん 捌∽
第3期

(%)
第4期

(0/0)
風しん 第2期

'(%)

弟3馴

(%)
第4期

(%)
全  国 58.3 61.0 49.3 全  国 58.3 61.1 49.4

1 北海道 47.4 545 48.9 1 北海道 474 545 48.9

2 青森県 491 713 605 2 青森県 （
Ｕ

И
号 71 3 606

3 岩手県 64.9 631 624 3 岩手県 649 63.1 624
4 宮城県 604 735 62.9 4 ヨ城 ! 604 735 62.9

5 秋田県 643 718 611 5 秋 田県 643 718 61_2

6 山形県 575 72.0 667 6 山形県 57.5 720 667
7 福島県 590 578 456 福島県 590 578 456
8 茨城県 666 90_9 638 8 茨城 ; 66.6 909 639
9 栃木県 582 773 49.7 9 栃木県 582 773 49.7

10 君 馬 県 668 761 594 10 群馬県 668 761 594
埼玉県 58.6 487 385 埼玉県 586 48_7 38.6

12 千葉 リ 599 66_5 436 12 千葉県 599 66.6 43.7

13 [京都 579 551 36.4 13 東京者「 579 551 365
14 神奈川県 52_0 513 307 14 神奈 j川 県 520 514 308

ｂ́ 新潟県 688 716 575 15 斤潟リ 688 716 57.5

16 富山県 64.5 802 676 16 富山リ 645 80.2 67_7

17 石川県 643 739 651 17 石川リ 643 73.9 651
18 福井県 73_2 838 743 18 冨井県 732 83.8 743
19 山梨県 610 576 551 19 山 梨 県 610 576 551
20 長野県 647 761 522 20 長野県 647 762 52.5

21 岐阜県 68_3 69_3 629 21 岐阜県 68.3 69.3 63.0

22 静岡県 63.8 65.2 632 22 静岡県 638 65.3 63.3

23 愛知県 658 65.0 607 23 愛知県 658 65.0 60.8

24 三重県 676 588 551 24 三重県 67.6 58_8 551
25 滋賀県 61_8 549 49.7 25 滋賀県 618 549 500
26 :者 5「 57_4 796 433 26 京都府 574 79.6 433
27 大阪府 506 50.8 374 27 大阪府 506 508 37.4

28 兵庫県 528 582 49.9 28 兵庫 嬌 529 582 500
29 奈良県 607 552 466 29 奈良県 60.7 552 46.7

30 和歌山県 65.0 684 535 30 和歌山県 650 684 535
31 鳥取県 602 55.3 511 31 鳥取県 602 553 511
32 Ｅ

ロ 吉根県 678 662 580 32 島根リ 678 662 578
33 岡山県 51.2 585 492 33 岡 山県 512 585 492
34 広島県 563 589 499 34 広島県 563 58.9 500
35 山 口県 583 582 538 35 山口県 583 582 53.8

36 徳島県 62_7 63.0 561 36 徳島 ! 62.7 630 561
37 香川県 657 657 58.7 37 香川県 657 658 587
38 愛媛県 595 64.3 592 38 愛媛県 595 64.3 59.4

39 高矢口県 49_6 507 496 39 高知リ 496 50.7 49.6

40 福岡県 499 483 434 40 冨岡県 49.9 48.3 434
41 佐 賀県※ 634 71 9 72.9 41 佐賀県※ 635 71.9 72.9

42 記鵡 58_0 58.9 53.0 42 長崎県 580 58.9 53.0

43 モ県 55.4 62.7 49.7 43 熊本 リ 554 62.7 49.8

44 大分県 55.9 534 475 44 大分 県 55.9 534 47.6

45 宮崎県 49.1 60.0 59.6 45 『崎リ 491 60.0 59.6

46 鹿児島県 635 554 54.8 46 鹿児島県 635 55.4 54.8

47 ,中 網 県 590 629 531 47 ,中糸電県 590 630 532
のみ 11 目 の
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総合表と1       '

1       平成22年度中間評価 都道府県別麻しん含有ワクチン接糧率 接種対象群別結果一豊

三十桂淵彊諄量

都道府県
平成22年度12月 末時点

第2期 第3期 第4期

全 国 70.9 68.9 58.8

64[9 61.6 58.7

67.5 80.5 71.3

, 78.8 72.5 72.7

74.6 80.1 68.9

田 78.3 81.2 74.8

』]「多 73.8 80.2 78.6

70.3 68.5 58.6

76.3 92.6 70.4

72.2 84.4 63.2

80.9 82.7 68.6

70.9 72.0

1 68.3 62.6

L

81.2 80.1 68.8

77=3 87.7 7914
: 77_5 80_3 74_1

82.6 88.5 81.4
L 72_7 66.4 63.7

76.2 80.6 63.7

78.8 78.5 72.5

749 74.6 72.4

77.0 72.6 69.8

77.2 67.4 65.1

71.8 62.5 57.7

部Л 77.9 84.3 57.8

69.4 67.4 61.5

71.6 62.9 55.9
ｎ
Ｈ 75.9 76.3 65.2

73.7 64.8 64.8

79.3 74.5 70.4

L 67.6 70.6 62.1
L
● 65.8 59.6

J口 71.6 69.5 65.2

ロ 74.0 72.0 66.4

78.8 74.4 70.2

72.1 70.8 68.1

66.3 54.1

( 70.9 74.2 76.7

72.7 69.3 65.8

67.3 70.1 57.3

68.7 63.5 61.4

悩
一リ

69.2 66.0

73.1 61.2 60.9

71.9 66.4 57.0

都道府県
平成22年度9月 末時点

第2期 第3期 第4期

全 国 58.3 61.0 49.3

屎道 54.5 48.9

ミ県 71.3 60.5

県 64.9 63.1 62.4

宮城県 60.4 73.5 62.9

秋田県 64.3 71.8 61.1

山形県 575 720 66.7

島県 59.0 57.8 45.6

城 県 666 90.9 63.8

栃木県 58.2 77.3 497
群馬県 66.8 76.1 59.4

千葉県 59.9 66.5 43.6

東京都 579 55.1

F潟県 68.8 71.6 575
]」 県 64.5 80.2 67.6
一
コ 県 643 73.9 651

1冨井県 73.2 83.8 74.3

l J梨県 61.0 57.6 55.1

長野県 64.7 76.1 52.2

岐阜県 68.3 69.3 62.9

口 県 63.8 65.2 63.2

知 県 65.8 65.0 60.7

二重県 67.6 58.8 55.1

滋 賀 県 61.8 54.9 49.7

京都Л 57:4 79.6

兵庫 52.8 58.2 49.9

60.7 55.2 46.6

口歌山県 65.0 68.4 53:5

60.2 55.3 51.1

山

67.8 6612 58.0

51.2 58.5 49.2

:島 56.3 58.9 49。9

Jロ 58.3 58.2 53.3

62.7 63.0 56.1

: 65.7 65.7 58.7

59.5 643 59.2

63.4 71.9 72.9

58.0 58.9 53.0

55.4 62.7 49.7

55。9 53.4 47.5

]醍 県 6Q0 59.6

島 県 63.5 55.4 54.8

県 59.0 62.9 53.1
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(平成22年 9月 末時点と12 末時点の比

都道府県
伸び率 (ポイン卜)

第2期 第3期 第4期

全 国 12.6 7.8 9.5
北海道 17.5 7.1 9.8

ヽ
ホ 18.4 9.2 108

岩手 県 13.9 9.4 10.3

宮城 ; 142 6.6 6.0

秋田リ 14.0 9.4 13_7

山形 県 16.3 8.2 119
福島県 11.3 10.7 13.0

97 1.7 6.6
一防 14.0 ７

′ 13.5

君羊停島娠誕 14.1 6.6 9_2

埼玉 暉 12.7 11.6 10.3

千 葉 110 5.5 7.6

こ,哀者5 10.4 7.5 7.9

申奈川 県 9.9 7.7 6_9

新 濡 県 12.4 8.5 11_3

富山リ 12_8 7.5 11.8

石 | 13.2 6_4 90
冨井 ; 9.4 4.7 7_1

J:昇望;

ヨ
ヽ 11.7 88 86

長野 県 11.5 4.5 11.5

岐阜 県 10_5 9.2 9.6

静岡県 11_1 9.4 9.2

愛 知 11.2 7.6 9_1

三重 サ 9.6 8.6 10.0

滋賀 ; 10.0 7.6 8.0

京都∫ 20.5 4.7 14.5

大 阪 142 9.8 10.1
一
工
ヽ

一車 16.6 9.2 116
デ賢] 10.9 7.7 9_3

本国歌 山 県 109 7.9 11.7

;I羽又; 13.5 95 13.7

島根 ) 11.5 8.3 12.4

岡 山 県 164 12.1 129
民島リ 8_2 6_9 97

山 口県 13.3 11.3 11.4

徳 1 113 9_0 103
民
ヨ 13.1 8.7 11.5

愛媛県 12.6 6.5 8.9

高知リ 10.9 7.6 6_0

冨岡県 16.4 72 10.7

佐 75 2.3 38
長 此 14.7 10.4 12.8

賞E, こ県 11.9 7.4 7.6

大 12.8 10.1 13.9

:晰
ヨ
、 13.8 9.2 64

=児
島 9.6 58 6.1

沖縄 県 12_9 3.5 39

総合表2-2

平成22年度中間評価 都道府県別麻しん含有ワクチン接種率 伸び率の比較

・…上位5都道府県

21 末 平 22 の

都道府県
伸び率 (ポイント)

第2期 第3期 第4期

全 III 3.6 311 2.2
亡
ヨ

一
7.0 4.5 3.9

ミ県 3.2 1.0 △ 0.5

岩手県 6.6 3_3 1.6

宮城 県 9.9 2.2 1.4

秋田県 5.5 4.3 3.7

山形県 2.7 0.9 0.6

ヨ島 ! 5.7 3.5 0.5

茨城 県 2.1 0.8 5.7

栃木 県 8.1 2.1 2.6

群 層 5.7 5.4 6.4

玉 ! 2.9 5.6 4.4

千葉 ; 1.4 0.1 0.C

東京都 2.7 4.3 4_1

神奈 |1県 △ 1_5 4_1 1.3

新
ヨ

ド 5.3 4.5 0.1
ヨ
コ
『 217 2.0 2.4

石川県 1.0 2.2 2_1

福 井 ι 2_9 0.9 0.0

山梨〕 5.2 6.5 7.6

壷甦里予り誕 2.3 2.9 △ 1.2

岐阜県 3.3 3_0 1.4

司! 3.4 1_4 05
:知 県 3.0 4.6 3.6

二重 県 4_0 1.3 17
滋賀 県 2.0 2.8 △ 1.3

京都∫ 9.1 3.4 6.5

大阪∫ 4_7 5.7 3.2

兵庫 県 2.5 3.8 1.4

奈良県 1.0 1.3 1.4

禾□ 13 2.5 1.8

鳥取県 4.0 0.1 5.1

島 根 県 1.7 2.6 1.7

岡山県 4.9 8.3 7.8

広島 ! △ 4.6 △ 3.6 △ 1.1

山 口 県 3.5 5.9 2.7

徳 島 詮ゝ 1.3 4.6 1.5

尾 4.1 2.9 0_7

3.3 0.2 △ 07
高知 リ 34 4_7 △ 1.5

福 I 9.2 1.9 1.6

生賀 3.4 △ 2_2 △ 1.2

長崎 リヨ

9.7 4.9 3.C

熊木 県 3.8 3.4 △ 0.2

分 5.3 2.9 5.C

宮崎 ; 4.3 1.0

鹿児島県 3.4 0.4 △ 0.9

,中縄県 63 △ 1.7 3_9
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表1-1

平成22年度 12月 末中間評価 第 2期 麻しん・風しん含有ワクチン接種率 (平成22年 4月 ～12月 )

・順位は、麻しんワクチン接種率⑤により表示している。
平成22年 12月 末時点

第2期

順位 都道府県

麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数
(人):0

MRワ クチン

接種者数
(人 ):②

麻しん単
抗原ワク
チン接種
者粘r人 ・ヽ

風しん単
抗原ワク
チン接種
者獅r人 ・ヽ

麻しんワクチン

接種率 (%)

:⑤ =(②十③)/

∩ x loo

風しんワクチン

接種率 (%)

:⑥ =(②+④)/

0× loo
全 ヨ 1,107.391 784.770 109 94 70.9 70.9

1

宙
田 昨県 7.343 6,068 0 0 82.6 82.6

2 新潟塀 19,580 15,893 1 1 812 81.2
3 君羊拝馬! 18241 14,751 2 2 80.9 80.9

4 島本:県 6,062 4.805 0 0 79.3 793

5
岩手 県 10.886 8,575 0 0 788 788
岐」 県 18,877 14,882 1 2 788 78.8

香川県 9.227 7.269 1 0 788 78.8
8 秋田県 7,975 6,241 0 0 78.3 78_3
9 モ者5∫ 21,801 16.973 1 1 77.9 77.9
10 石川 : 10.409 8.065 0 0 775 775

]山 県 9,356 7,228 0 0 773 77.3
12 16.845 13,001 1 1 772 77.2
13 愛知 : 70.439 54231 3 2 77.0 77.0
14 茨城 県 26.393 20,140 1 3 76.3 763
15 長野県 19,177 14,611 4 3 76.2 762
16 禾日丹欠日県 8,176 6.203 0 0 75.9 75_9
17 静 1司 ; 34.370 25,744 3 1 749 74.9
18 冨 城 県 19,850 14,816 0 0 74.6 74_6
19 占

い 6,349 4.697 0 0 740 74.0
20 山形 県 9,773 7.216 0 0 738 73.8
21 鳥取 リ 5145 3,790 0 0 73.7 73.7
22 鹿児島県 15,139 11,063 0 0 731 73.1

23 山梨 県 7.476 5,433 1 0 72.7 72.7

長崎 県 12.381 9,003 0 0 72.7 72_7
25 栃木県 17,269 12,473 1 2 72.2 72.2
26 愛 県 11,952 8,612 3 1 721 72.1

27 ;中 電県 16.384 11,781 1 2 71.9 71.9
28 滋 県 14,075 10,097 4 4 71、 8 71.8

29 奈良県 12.180 8.716 0 0 71.6 71.6
山口県 12,134 8,683 1 1 71.6 71.6

31 埼玉 県 63.074 44.979 3 6 71.3 713

32
千葉 県 55,004 38,993 4 5 70.9 70.9

佐賀県※ 7.934 5.623 2 3 70.9 70.9

34 福島 ! 18,077 12,699 3 1 703 703
35 兵庫 県 50.249 34.873 3 6 69.4 69.4
36 大分 ! 101027 6,891 0 1 68_7 68.7
37 身lJ

Ｒ

ｐ 99.263 67.812 8 15 683 68.3
38 岡山県 17,425 11,776 4 3 67_6 67.6
39 青森県 11.045 7.458 2 1 675 67.5
40 熊 本 県 16,248 10,935 1 0 673 67、 3
41 冨日 44.380 29.413 2 1 66.3 66.3
42 Jに■ユi 42,735 27,748 5 5 649 64.9
43 一

又 75.080 48,604 13 8 648 64、 7
44 広島 ; 25.549 16.471 2 2 64.5 645
45 宮崎疇 10,301 6,476 0 0 62.9 62.9
46 79,944 49,453 28 61.9 61.9
47 :知 県 5.792 3506 0 0 60.5 60.5

※ のみ 11月 末時点の
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表 1-2

平成22年度12月 末中間評価 第3期 麻しん・風しん含有ワクチン接種率 (平成22年 4月 ～12月 )

・順位は、麻しんワクチン接種率⑤により表示している。

平成22年 12月 末時点

第3期

順 位 都道府県

麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数
(人 ):①

MRワクチン

接種者数(人 )

②

麻しん単
抗原ワク
チン接種
者数(人 )i

①

風しん単
抗原ワク
チン接種
者数(人 ):

④

麻しんワクチン

接種率 (%)

:⑤ =(②+③)/①
×100

風しんワクチン

接種率 (%)

:⑥ =(②十④)/①
×100

全 1,197,359 825.085 195 519 68.9 69.0
1 た城県 29.016 26,872 0 10 92.6 926
2 冨井県 8,084 7.154 1 1 885 885
3 富 山 ヨ

、 10.239 8,978 0 2 87.7 877
4 栃 木県 18,960 16.007 0 0 84.4 84.4
5 一呆 i5F 23.290 19,626 3 5 843 843
6 群 馬県 19,979 16.520 4 9 82_7 82.7
7 秋 田 ) 9,696 7874 1 4 812 81.3
8 f尋里予リミ 21、 502 17,337 2 8 806 807
9 青森虜 13,509 10,875 0 5 80.5 80.5
10 石り||リ 177 8976 0 0 803 803

山形 県 11011 8,836 0 0 802 802

12
宮城 ! 211660 17.354 0 8 80.1 802
新 潟 県 22.548 18.060 1 2 801 801

14 岐 阜 県 20.958 16,448 0 1 78_5 78_5
15 和歌山県 9,819 7,493 0 1 76_3 763
16 静 岡県 36,089 26.934 2 10 746 74.7
17 島根 県 6.636 4,944 0 0 745 74.5
18 香 川県 9331 6,940 0 3 744 74.4
19 佐 賀県※ 9,099 6,748 0 2 742 74.2
20 愛 知県 73,485 53,344 7 8 726 726
21 井 手 県 12547 9,095 0 1 725 725

22
千葉県 56,651 40,811 6 55 72.0 721
徳 島県 7,142 5141 0 0 72.0 72_0

24 愛 媛 県 13.763 9,745 4 2 708 708
25 岡山県 19,038 13.426 13 ７

′ 706 70.6
26 熊 本 ;

ヨ

Ｒ 17.800 12478 2 6 701 70.1

27 山 口 県 13,380 9,301 0 2 695 695
28 長崎県 14,364 9.956 1 0 693 693
29 冨 崎 県 11,609 8,030 2 2 69.2 692
30 福 島県 20,255 13.870 0 4 685 68_5

31
三 重 ; 18394 12,395 1 2 674 674
兵 庫 県 54,880 36.979 1 15 674 674

33
,中 糸吊; 17,006 11,293 0 5 66.4 664
山梨県 8,874 5.891 1

一ｂ 66.4 664
35 広島 県 27,375 18,000 0 6 65.8 658
36 鳥 取 リ 5.528 3,582 0 0 648 64.8
37 大 分 県 11,280 7,164 0 4 635 635
38 奈 良県 13.922 8,753 0 5 62.9 629
39 東京都 100,371 62.822 14 86 62.6 627
40 弦賀県 14.662 9,156 4 4 62.5 625
41 北 海道 47,944 291538 7 9 61.6 616
42 鹿 児島県 16.903 10,343 0 1 612 612
43 大 阪府 82,115 49,668 81 52 60.6 605
44 埼 玉 ; 68,374 41.207 9 53 60.3 60.3
45 神 奈川 県 82.075 48.394 23 104 59.0 591
46 高 知県 6.876 4,011 1 0 583 58.3
47 冨岡 48,143 26.716 4 10 55.5 555

のみ 11 の
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表1-3

「 成 22年度 12月 末 中間評価 第4期 麻しん口風しん含有ワクチン接種率 (平成22年 4月 ～12月 )

・順位は、麻しんワクチン接種率⑤により表示している。

平成22年 12月 末時点

第4期

1贋イ立 都道府県

麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数
(人 ):①

MRワクチン
接種者数
(人 ):②

麻しん単
抗原ワク
チン接種
者数(人 ):

③

風しん単
抗原ワク
チン接種
者数(人 ):

η

麻しんワクチン

接種率 (%)

i⑤=(②+③)/①
× 100

風しんワクチン

接種率 (%)

:⑥ =(②+④)/①
X100

全 コ i.2 3.741 713,404 661 1.484 58.8 58.9
1 冨井 8,422 6.856 0 6 81.4 81.5
2 富山県 10,159 8,068 2 5 794 79.5
3 J形

日
本 2,162 9.553 3 1 78.6 78.6

4 佐 賀県※ 9.623 7,381 1 4 767 76.7
5 秋 田 県 10,823 8,090 4 14 748 749
6 石川県 11.461 8,490 3 7 741 741
7 岩手県 14,102 10,259 0 1 72.7 72.8
8 支阜県 21,385 15.503 5 13 725 72.6
9 静 岡県 36.055 26,084 12 22 724 724

10 季森 県 14,680 10,465 0 6 71.3 713
城 県 29,815 20.970 ７

′ 22 70.4 70.4

島 艮; 7.224 5,073 3 70_4 703
13 夭

日 1県 9,499 6,667 5 一ｂ 702 702
14 [矢ロリ 70,089 48.877 21 64 698 698
15 宮城 リ 23,008 15.856 1 15 68.9 690
16 斤潟県 23,576 16,210 4 5 68.8 68.8
17 羊馬 リ 20,143 13.801 21 31 686 687
18 14,375 9,773 15 40 681 683
19 徳島県 7.598 5,047 1 0 66.4 66.4
20 宮崎 !

ヨ 2302 8,114 6 4 660 66.0
21 譲崎リ 6,101 10.592 5 5 65.8 658

22 日 Щ県 0,483 6.834 1 3 652 65.2
山 口県 3896 9,051 5 9 65_2 652

24 三 童 県 8,779 12.227 1 6 65.1 65.1
25 鳥 取 6.188 4.012 0 2 64.8 64.9

26
山梨県 9265 51901 5 ７

′ 637 638
長野県 21,778 13,871 5 70 63.7 640

28 房木 ; 19.448 12,286 4 6 63.2 632
29 岡山県 19,153 11,872 19 34 621 62_2
30 共 1車 ; 54.270 33,357 32 67 615 616
31 た分県 11,721 7,183 14 30 61_4 615
32 願 児 [ 19,125 11.638 1 8 609 60.9
33 広島県 27,399 16,326 16 24 59.6 597
34 Jヒ 海 i首 52.065 30,497 64 99 58.7 588
35 福島県 22,365 13,095 7 8 586 58.6
36 京者師 23.212 13,417 9 23 57.8 579
37 滋賀県 14,445 8,318 70 57.7 58.1
38 し

し
い

一日

¨
19.207 11,000 3 8 573 573

39 ,中 電県 17,663 10,067 1 570 571
40 奈 艮 リ 14.578 8141 5 13 55.9 55.9
41 i矢ロリ

ヨ

、 7,572 4,206 ７
′ 3 55.6 55.6

42 田 48,845 26.386 23 30 54.1 541
43 千 55.985 28,664 28 122 51_2 514
44 埼玉県 68,279 33,292 40 129 48.8 48.9
45 78,593 37.196 120 92 47.5 474
46 東 者「 96,958 42,881 45 163 443 444
47 神 奈 1携書 79,867 29,957 68 174 37.6 377

の



表2-1

平成22年度9月 末中間評価 第2期 麻しん口風しん含有ワクチン接種率 (平 成22年 4月 ～9月 )

・llF位は、麻しんワクチン接種率⑤により表示している。

平成22年 9月 末時点

第2期

‖贋付 都道府県

麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数 (人 ):

①

MRワ クチン

接種者数(人 ):

②

麻しん単
抗原ワク
チン接種
者数(人 ):

①

風しん単
抗原ワク
チン接種
者数(人 ):

④

麻しんワクチン

接種率 (%)

:⑤ =(②+③)/C
X 100

風しんワクチン

接種率 (%)

i⑥ =(②+④)/① ×
100

全 国 1,107,660 645,483 79 67 58.3 58.3

1 7昌 井 県 7.343 5.372 0 0 732 732
2 新潟 県 19.543 13,439 0 1 688 688
3 岐阜県 18,877 12,893 1 2 683 683
4 島 根 県 6062 4110 0 0 678 678
一ｂ 三重県 16.845 11.392 0 0 67_6 676
6 群馬県 18,241 12,184 0 1 668 668
7 茨城 県 26,409 17578 1 3 66_6 66_6

8 愛知 県 70.433 46,369 1 1 658 65,8

9 香川 県 9,227 6,060 0 0 65.7 657
10 和歌 山県 8.176 5.317 0 0 650 650

岩手県 10,886 7,069 0 0 649 649
12 長野 県 19148 12388 3 3 64_7 647
13 冨山県 9,356 6,034 0 0 645 64_5

14
石川 県 10,409 6697 0 0 64_3 643
秋 田県 7.952 5,110 0 0 643 643

16 静岡県 34,370 21,928 3 1 638 638
鹿児島県 15.124 9.600 0 0 635 635

18 佐賀県 7,934 5,033 1 3 634 635
19 徳 島県 6.391 4008 0 0 62.7 627
20 滋賀県 14,075 8,702 3 3 618 618
21 山梨県 7476 4.557 1 0 610 610
22 奈良県 12,182 7,395 0 0 607 60_7

23 宮城 県 19850 11995 0 0 604 60_4

24 鳥取 県 5,145 3,095 0 0 602 602
25 千葉 県 55,004 32,970 4 4 599 599
26 愛媛 県 11.952 7.107 0 0 595 595

27 福 島県 18,072 10,662 0 0 590 590
沖 絹 県 16,384 9,673 1 0 590 59.0

29 埼 玉県 63101 36952 3 3 586 586
30 山 口県 12.134 7.077 0 0 583 583
31 栃木県 17,269 10,042 1 1 582 582
32 長崎 県 12,381 7,181 0 0 580 58_0

33 東京都 99.363 57.546 7 9 579 579
34 山形県 9,772 5.623 0 0 575 57.5

35 京都府 21,801 12,516 1 1 574 574
36 広島県 25,549 14,380 2 2 563 563
37 こ分 県 10027 5603 0 0 559 559
38 曖本 ! 16.248 9.003 1 0 554 554
39 兵庫県 50.419 26.644 2 一ｂ 528 529
40 神奈川県 79,944 41,561 22 8 520 520
41 岡山県 17,425 8919 4 3 512 512
42 大阪府 75.107 37.962 6 506 506
43 福岡県 44,380 22,130 2 1 49_9 49.9

44 高知県 5,792 2,870 0 0 496 49.6

45
青森県 11,045 5,421 1 1 49.1 491
宮崎県 10,302 5,056 0 0 491 49.1

47 北 海 遭 42735 20260 3 5 474 47.4

■8-



表2■ 2

平成22年度 9月 末中間評価 第3期 麻しん・風しん含有ワクチン接種率 (平成 22年 4月 ～9月 )

・順位は、麻しんワクチン接種率⑤により表示している。

平成22年 9月 末時点

第3期

順位 都道府県

麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数 (人 ):

①

MRワクチン

接種者数(人 ):

②

麻しん単
抗原ワク
チン接種
者数(人 ):

③

風しん単
抗原ワク
チン接種
者数(人 ):

の

麻しんワクチン

接種率 (%)

:⑤ =(②+③)/

①×100

風しんワクチン

接種率 (%)

:⑥ =(②+④)/①
× 100

全 国 1:197,786 730,947 146 433 61.0 61.1

1 茨城県 29,079 26.428 0 8 90.9 909
2 福 井 県 8,084 6,777 1 1 83.8 83.8

3 富 山 10,239 8.214 0 2 80.2 802
4 東 者Б「 23290 18,527 2 4 79.6 79.6

5 万木県 18:960 14.656 0 0 77.3 77.3

6
長野 県 21.502 16,368 2 9 76.1 76_2

群 馬 県 19,980 15,192 3 9 76.1 761
8 石川県 ７

ノ
７
′ 8.261 0 0 73.9 73.9

9 宮城 県 21917 16,1 13 0 6 735 73.5

10 山形 県 11,011 7,926 0 0 72_0 720
佐 賀 9,099 6.538 0 2 71.9 71.9

12 秋田県 9696 6,959 0 2 71.8 718
13 新潟 県 22,573 16,160 1 4 71.6 716
14 青森 県 13,507 9,624 0 4 71.3 713
15 岐阜 県 20.958 14517 0 1 69.3 693
16 和歌 山県 9,819 6,712 0 1 68.4 684
17 千葉県 56,651 37,678 6 50 66.5 66.6
18 島根 県 6,634 4.395 0 0 66.2 662
19 香川県 9.327 6131 0 3 65.7 658
20 静岡県 36,089 23,547 1 7 65.2 65.3

21 愛知 県 73,489 47,728 4 5 65.0 650
22 愛媛 県 13,763 8.849 3 1 64.3 64_3

23 岩 手 県 12,547 7,917 0 2 63.1 631
24 徳島県 7,142 4.500 0 0 63.0 630
25 沖縄 県 17.006 10.702 0 4 62.9 630
26 熊本 県 17,800 11,152 2 6 62.7 62.7

27 宮崎県 11,609 6,965 1 1 60:0 600

28
長崎 県 14.364 8.462 1 0 58、 9 58.9

広島県 27,375 16,112 0 5 589 58.9

30 二重 県 18,394 10.820 0 1 58.8 588
31 岡山県 19,041 11,127 13 7 58.5 58.5

０
乙

う
０ 山口県 13.380 7.792 0 1 58_2 58.2

33 兵庫 県 54,962 31,968 1 12 58.2 582
′
『

り
０ 福島県 20.255 11.701 0 4 57.8 578
35 山 梨 県 8,874 5,110 1

仄
υ 57.6 576

36 鹿児島県 16.913 9.376 0 1 55.4 554
つ
′

う
０ 鳥 取 県 5,528 3,056 0 0 55.3 553
38 奈良県 13.922 7685 0 5 55.2 552
39 東京都 100,363 55,249 12 66 551 551
40 舷賀県 14.664 8.043 2 4 54.9 54.9

41 Jヒ Iユう1 47,944 26,112 6 8 54.5 545
42 大 分 11,280 6.026 0 3 53.4 53.4

43 神奈川 県 82.075 42107 18 88 51.3 51.4
44 大阪府 82,115 41,660 59 46 50.8 508
45 高知県 6,876 3,485 1 0 50.7 507
46 埼玉県 68,370 33.281 一ｂ 38 48.7 487
47 福 岡 県 48,143 23,239 1 7 48.3 48.3

-9-



表2-3

平成22年度9月 末中間評価 第4期 麻しん口風しん含有ワクチン接種率 (平成22年 4月 ～9月 )

・順位は、麻しんワクチン接種率⑤により表示している。

平成22年 9月 末時点

第4期

順位 都道府県

麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数 (人 ):

①

MRワクチン
接種者数(人 ):

②

麻しん単
抗原ワク
チン接種
者数(人 ):

③

風しん単
抗原ワク
チン接種
者数(人 ):

④

麻しんワクチン

接種率 (%)

:⑤ =(②+③)/

①X100

風しんワクチン

接種率 (%)

:⑥ =(②+④)/①
×100

全 国 1,213.754 598,204 513 1.230 49.3 49.4
1 福井県 8,423 6.256 0 6 74.3 74.3
2 佐賀県 9,623 7.011 1 4 72.9 72.9
3 富山県 10.158 6,867 1 7 676 677
4 山形 県 12,162 8,113 2 0 66_7 66_7
5 石 川 県 11,461 7.455 1 6 65.1 65_1

6 茨城 県 29.829 19,031 6 21 63.8 63.9
7 静 岡県 36.055 22,790 7 18 63.2 633

8
岐 単 県 21,385 13.456 4 12 62_9 630
宮城 県 22,988 14.451 3 12 62_9 629

10 岩 手 14.102 8.805 0 0 62_4 62_4
秋 田 ; 10.823 6,610 5 13 61.1 61_2

12 愛知 県 70.088 42,539 一ノ 42 60_7 60_8
13 青 森 県 14,680 8.884 0 6 60.5 60.6
4 宮崎 県 12.303 7.331 6 4 59.6 59_6
5 群 馬 県 20,143 11.942 18 公

Ｕ
Ｏ
乙 59.4 594

6 14.376 8500 34 59.2 59_4
7 | 9.499 5,569 3

公
υ 58.7 58.7

8 島 根 ;
ヨ 7.225 4,176 2 58_0 578

19 新潟県 23,547 13.525 3
民
Ｊ 57.5 57.5

20 徳島リ 7.596 4.260 0 0 56.1 56.1

21
二 重 リ 18,779 10.340 0 4 55.1 55.1

山梨県 9.265 51098 3
民
υ 55.1 55.1

23 鹿児 島県 19.125 10,478 1 7 54.8 54.8
24 山口県 13,896 7.469 3 6 53_8 538
25 和歌 LJ県 10,483 5606 1 2 53_5 53.5
26 沖 縄 県 17.663 9,382 1 53.1 53.2
27 長 崎 県 16,101 8.531 2 4 53_0 53.0
28 長野県 21,771 11363 3 57 52.2 52.5
29 唇:月又; 6.188 3,161 0 1 51.1 51.1

30
広島県 27,398 13,672 12 20 49_9 50.0

兵庫リ 54.258 27074 22 62 49.9 500

32
熊 不 県 19.207 9,552 1 7 49.7 498
栃木県 19,448 9.666 3 6 49.7 497

:貨 県 14.445 7,169 9 59 49.7 50.0
35 高知 県 7,572 3,750

７
′ 3 496 496

36 岡山リ 19.153 9,397 19 32 492 492
37 Jヒ 海」首 52,065 25,404 39 79 489 489
38 大分 リ 11,722 5.561 10 21 47_5 47.6
39 奈 底 14.578 6,792 4 9 46.6 46.7
40 福島県 22,365 10,196 3 7 45.6 45.6
41 千葉 55,985 24.381 25 100 43.6 43_7
42 7昌 1司 ; 48.844 21,189 17 27 43.4 43.4
43 呆 者5F 23.242 10,050 9 21 43.3 43.3
44 埼玉 県 68_252 26.236 33 101 38.5 38.6
45 大阪 F 78,593 29,337 95 73 37.4 37.4
46 東 京 都 97,023 35.291 41 141 36.4 36.5
47 ネ申デミリ 79,867 24.488 51 141 30_7 30.8



第2期

順 位 政令指定都市

麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数 (人 ):

Э

MRワ クチン
接種者数(人 ):

②

麻しん

単抗原
ワクチ
ン接種
者数
(人 ):③

風しん

単抗原
ワクチ
ン接種
者数
(人 ):④

麻しんヮクチン

接種率 (%)

:⑤ =(②+③)/

①×100

風しんワクチン

接種率 (%)

:⑥ =(②十④)/

①×100

政令指定都市 224,150 149,261 40 21 66.6 66.6

1 浜松市 7,662 6,143 1 0 802 80.2

2 京都市 11,119 8,870 1 1 79.8 79_8

3 広島市 11,045 8,802 1 0 79.7 79.7

4 新潟市 6,838 5,381 0 0 78.7 78.7

5 千葉市 8,790 6,386 1 1 72.7 72.7

6 相模原市 6.111 4,387 1 0 71.8 71.8

7 静岡市 6,167 4,317 1 1 70.0 70.0

8 仙台市 8,634 6,026 0 0 69.8 69.8

9 さいたま市 11,096 7,597 0 0 68.5 68_5

10 神戸市 13,062 8,854 2 4 678 678

名古屋市 18,703 12,608 2 0 67.4 67.4

12 堺 市 7,984 5,372 1 1 67.3 67.3

13 福岡市 12,236 8,051 0 0 65.8 65.8

14 川崎市 12,409 8,055 1 1 64.9 64.9

15 岡山市 6,625 4,138 l 2 62.5 62.5

16 北九州市 8,323 5,116 0 1 61.5 61.5

17 大阪市 20,116 12,228 10 0 60.8 60.8

18 札幌市 14,270 8,164 2 1 57.2 57.2

19 横浜市 32,960 18,766 15 8 57.0 57.0

定 よ、地方 目治法で指定されている人口50万以上の

表3-1

平成22年度 12月 末中間評価 第2期麻しん・風しん含有ワクチン接種率 接種対象群別結果一覧
(1旨定都 1市 男1)

平成22年 12月 末時点

-11-



第3期

順 位 政令指定都市

麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数 (人 ):

①

MRワクチン

接種者数(人 ):

②

麻しん

単抗原
ワクチ
ン接種
者数
(人 ):③

風しん

単抗原
ワクチ
ン接種
者数
(人 ):④

麻しんワクチン

接種率 (%)

:⑤ =(②+③)/①
X100

風しんワクチン
接種率 (%)

:⑥ =(②+④)/C
×100

政令指定都市 235,275 150,219 110 179 63_9 63_9

1 京都市 11,764 11,000 0 | 93.5 93_5

2 浜松市 7,793 6,546 0 1 840 84_0

3 仙台市 9,331 7.614 0 6 81_6 81.7

4 神戸市 13,469 10,294 0 7 764 76_5

5 千葉市 8,981 6,652 2 741 742

6 広島市 11,477 8,331 0 2 726 72.6

7 新潟市 7,489 5,422 0 1 72.4 72_4

8 岡山市 6,927 4,815 8 4 69_6 696

9 名古屋市 19,789 12,846 7 4 65.0 649

10 横浜市 33,430 20,819 ９

一
623 62_4

静岡市 6,743 4,168 1 2 61_8 618

12 堺市 8,125 4,884 3 601 60.2

13 北九州市 9,018 5,204 2 6 57.7 57_8

14 相模原市 6,571 3,748 1 571 員
υ

15 札幌市 16.191 8,729 6 3 539 539

16 福岡市 12,715 6.586 0 1 51 8 518
一ノ 大阪市 21,655 10,995 69 511 509

18 川崎市 11,823 5,883 1 498 499

19 さいたま市 11,984 5,683 1 16 47_4 476
し
日 は、地方 目治法で指定されている人口50 以 上 の

表3-2

平成22年度 12月 末中間評価 第3期麻しん・風しん含有ワクチン接種率 接種対象群別結果一覧
(事旨定者F市別)      |

平成22年 12月 末時点

-12-



第4期

順 位
政令指定 都
市

麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数 (人 )i

①

MRワクチン
接種者数(人 ):

②

麻しん単
抗原
ワクチン

接種者数
(人 ):③

風しん単
抗原
ワクチン

接種者数
(人 ):④

麻しんワクチン
接種率(%)

:⑤豊(②+③)/

①×100

風しんワクチン
接種率 (%)

:⑥ =(②十④)/

① ×100

政令指定都市 231,687 116,078 238 380 50.2 50.3

1 浜松市 7,612 6,377 4 6. 83.8 83.9

2 仙台市 9,352 6,489 0 8 69.4 69.5

3 広島市 10,984 7,529 5 10 68.6 68.6

4 神戸市 141072 8,991 14 21 64.0 64.0

5 名古屋市 19,436 11,574 ７
′ 20 59_6 59.7

6 静岡市 6.485 3,618 3 3 55.8 558
一／ 新 潟市 7,715 4,295 3 3 55.7 55.7

8 岡山市 6,829 3,743 9 21 54.9 55.1

9 京者「市 11,781 6,253 5 14 53.1 53.2

10 千葉市 8,214 4,273 8 18 52.1 52.2

北九州市 8,872 4,467 4 14 50.4 505
12 札幌市 17,130 8,420 34 44 49_4 49.4

13 福岡市 121531 6,156 12 3 492 49.2

14 堺 市 7,689 3,572 3 7 46_5 46.5

15 さいたま市 11,635 4,593 13 41 39.6 39.8

16 相模原市 6,741 2,611 3 7 38.8 38.8

17 大阪市 20,974 7,651 72 39 36.8 36.7

18 横浜市 32,472 11,632 23 84 35.9 361

19 川崎市 11,163 3,834 晨
Ｕ

７
′ 34.4 34_5

※指定都市 は、地方 自治法で指定 ている人口50万 以上の

表3-3

平成22年度 12月 末中間評価 第4期 麻しん・風しん含有ワクチン接種率 接種対象群別結果一覧
(指定都市別 )

平成22年 12月 末時点
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表4-1

平成 22年度 12月 末中間評価 第2期 麻しん・風しん含有ワクチン接種率 接種対象群別結果一覧
(中核市別 )

平成22年 12月 末時点

第2期

順位 中核市

麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数
(人 ):①

MRワ クチン

接種者数
(人 ):②

麻しん単
抗原ワク
チン接種
者数(人 ):

③

風しん単
抗原ワク
チン接種
者数(人 ):

14p

麻しんワクチン

接種率 (%)

:⑤ =(②十③ )/

①Xl∞

風しんワクチン

接種率 (%)

:⑥ =(②+④)/

①X100

中核 T 146,136 100`818 14
７
′ 690 690

| 豊橋市 3.736 3,276 0 0 87.7 877
2 岡崎市 3,818 3.234 0 0 847 847
3 久留米市 2,822 2,313 0 0 820 820
4 前橋市 2,982 2.412 1 1 809 809

5
長崎市 3.573 2.884 0 0 807 807
高松市 4.283 3,455 0 0 807 807

7 ]山市 3,736 2,915 0 0 780 780
8 豊 田市 4,294 3.342 0 0 778 778
9 奈 艮市 2910 2,211 0 0 760 760
10 下 関 市 2,167 1,635 1 1 755 755

:沢市 4,097 3046 0 0 743 743
12 fミ 里予T 3.573 2,600 1 1 728 728

う
０

岐阜市 3,586 2.605 0 0 726 726
柏市 3,625 2.633 0 0 726 726

5 秋 田市 2.615 1,880 0 0 71 9 719
6 公LL」「ll 4.494 3,182 0 0 708 708
一ノ 和歌山市 3,093 2,188 0 0 707 70.7

8 姫路市 5,060 3555 0 0 70_3 703
9 西 宮市 4.973 3,441 0 0 692 692

20
鹿児島市 5,441 3,762 0 0 691 691
‖越市 2,962 2.046 0 1 69.1 691

22 子槻市 578 399 0 0 69.0 690
23 宮崎市 3,796 2.611 0 0 688 688
24 いわき市 3.107 2,126 0 0 684 68.4

Ｅ
Ｊ

Ｏ
乙 倉敷市 4,597 3,126 0 0 680 68_0

＾
Ｕ

０
４ 都宮市 4.298 2.890 0 0 672 672

７
′

０
４ 盛岡市 2_590 1,730 0 0 66_8 668
28 FLЦ 7 3.181 2.103 0 0 66.1 661
29 大分 T 4423 2,912 0 1 658 659
30 大津市 3.222 2.116 1 1 657 657
31 i須 賀市 3,557 2,320 8 0 654 652
32 船橋市 5.553 3.556 1 0 641 640
33 旭 川市 2,717 1,732 0 0 637 637
34 尼崎市 3.806 2,329 0 0 61 2 612
35 東大阪市 4,333 2.624 0 1 60.6 606

＾
Ｕ

う
０

熊本市 6890 4,166 1 0 605 605
青森市 2,474 1,496 0 0 605 605

38 高知市 2829 1,638 0 0 579 57_9

39 函館市 1,982 1.141 0 0 576 576
40 冨山市 4,363 1,188 0 0 27_2 272

で ている人口30万以上の※中核市は、地方
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第3期

順位 中核市

麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数 (人 ):

①

MRワ クチン
接種者数(人 ):

②

麻しん単
抗原ワク
チン接種
者数(人 ):

③

風しん単
抗原ワク
チン接種
者数(人 ):

④

麻しんワクチン
接種率 (%)

:⑤ =(②十③)/

屯DX 100

風しんワクチン
接種率 (%)

:⑥ =(②十④)/

① X100

中核市 157.060 103.300 13 43 65.8 65.8

1 函 ,冨「lD 2,321 2,233 0 2 96.2 963
2 前 塀 3.337 2.998 0 2 89.8 89.9

3 豊 橋 打 4,010 3,367 0 0 840 84.0
4 富山i 3,910 3.243 0 1 829 83.0
5 郡山 1 3.336 2,713 0 1 813 814
6 高 松 市 3,877 3.091 0 0 79.7 79.7

7 岡崎〒 3.879 3.038 0 0 78.3 78.3

8 金 沢 市 4.215 3,188 0 0 756 75.6

9 市 3.545 2,678 0 1 755 75.6

10 青 森 2.751 2.042 0 0 74.2 742
秋田市 2,949 2,156 1 0 73.1 731

12 岐阜市 3,935 2,778 0 0 70.6 70.6

13 倉敷市 5,101 3.598 0 0 705 70.5

14 下 市 2.480 1722 0 1 69.4 69.5
一ｂ 宮崎市 4,301 2,927 0 0 68.1 68.1

16 宇都 1 4,601 3.130 0 0 680 68.0

17 田市 4.277 2.875 0 0 672 67_2

18 熊本市 7.355 4.924 2 5 67.0 670
19 松山市 4,884 3,254 2 2 66.7 66.7

20 高槻市 611 405 0 0 66.3 66.3

21 長崎市 4.118 2.714 0 0 659 659
22 東大阪 5,050 3,292 3 1 652 65_2

23 旭り| 2,883 1.844 0 0 64.0 64.0
24 久 留 3.005 1,913 0 0 637 63.7

25 和歌山市 3,529 2,232 0 0 632 632
26 i宮 F 4,735 2.913 1 0 615 615

27
姫路 T 5,903 3,556 0 0 602 60.2

いわき市 3,482 2.096 0 0 602 602
29 高知 T 3.224 1.918 1 0 59_5 59.5

30 船橋市 5,145 3,041 1 13 591 59.4

31 奈良 7 3.569 2.079 0 0 583 58.3

32 大分市 4,792 2.732 0 1 570 570

33
マ
フ
ー

四
Ψ
エ 3.837 2,135 1 1 557 557

請多百賀 7 3,786 2,107 0 557 558
35 大津 T 3454 1,884 0 2 545 54.6

36 ‖千曳¬日 3,201 1,731 1 2 54.1 541
37 尼崎市 4,090 2,162 0 0 52.9 529

38
康 児島 T 6,152 3,195 0 1 519 52.0

盛岡 7 2.777 1,442 0 0 519 51.9

40 福山市 4.653 1.954 0 0 420 420
※ は、地方 自治法で 口 30万 以 の

表 4-2

平成22年度 12月 末中間評価 第3期 麻しん日風しん含有ワクチン接種率 接種対象群別結果一覧
(中 核市別 )

平成22年 12月 末時点
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第 4期

順 位 中核市

麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数
(人 ):①

MRワクチン

接種者数(人 ):

②

麻しん単
抗原ワク
チン接種
者数(人 ):

①

風しん単
抗原ワク
チン接種
者数(人 ):

④

麻しんワクチ
ン

接種率(9`)

:⑤ =(②+

③ン①×loo

風 しんワクチ

ン

接種率 (%)

:⑥ =(②+

0)/① xloo
中核市 159.161 91.401 68 207 575 57.6

1 函館市 2,794 2,306 3 19 826 83.2

2 富 山 3.794 2.920 1 4 77.0 771
3 岡崎市 3,772 2,868 0 0 760 760
4 豊橋 T 3.828 2.818 0 3 736 737
5 前橋市 3,398 2,493 0 3 734 73_5

6 高松〒 3,971 2,772 1 3 69.8 699
7 旭川市 3197 2152 0 0 673 67_3

8 宮崎市 4,379 2,942 0 0 672 672
9 秋 田市 3,183 2.127 0 4 668 669

10 金沢市 4.276 2.767 1 5 64_7 648
久 留 t市 3,245 2,097 0 1 646 64_7

12
豊 田市 4,242 2,705 0 0 638 638
青森市 3.005 1.916 0 0 638 63.8

14 倉敷市 4,656 2,898 1 3 62.3 623
15 宇都宮 1 4,502 2,790 0 1 620 62_0

16 姫路市 5.673 3.508 3 2 619 61.9

17 岐阜市 3848 2,369 0 1 61 6 616
18 下 閣 1 2,605 1,543 1 0 59.3 592
19 公山市 5,087 2,986 10 28 589 59.2

20 長崎市 4622 2661 4 3 577 57.6

21 郡 山 1 ] 3,615 2,067 0 0 572 57.2

22 和歌山 1 3.690 2,086 0 0 565 565
盛岡市 3,098 1,751 0 1 565 56.6

24 西宮市 41142 2,317 1 56.0 561
25 長野市 3.790 2.120 0 3 559 56.0

26 鹿児島市 6,837 3,812 1 3 558 558
27 高知市 3,348 1,796 6 1 53.8 537
28 :槻市 570 296 0 0 519 519
29 尺分市 4,725 2,430 13 24 517 519
30 いわきTF 3,782 1,928 1 1 510 510
31 本白〒F 3,714 1.885 3 1 50.8 50.8

32 奈良市 3,591 1,809 0 0 504 50.4

33 東大阪 1 4、 677 2.350 4 0 503 502
34 大津市 3,449 1,675 0 38 486 497
35 熊本市 7.628 3.592 2 3 47_1 47_1

36 川誠市 3,246 1,523 2 10 470 472
37 船橋市 4.696 1959 2 10 418 419
38 尼崎市 4,011 11601 2 2 40.0 400
39 横須賀 T 4.002 1.465 4 20 367 37.1

40 福山市 4,473 1.301 2 3 291 292
※ 市は、地方 自治法で指定されている人口30万以 の

豪更4-3

平成22年度 12月 末中間評価 第4期 麻しん・風しん含有ワクチン接種率 接種対象群別結果一覧
(中 核市別 )

平成22年 12月 末時点
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」2興

順 位 特例市

麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数 (人 ):

①

MRワクチン

接種者数(人 ):

②

麻しん単
抗原
ワクチン

接種者数
(人 ):③

風しん単

抗原
ワクチン

機種者数
(人 ):④

麻しんワクチ
ン

接種率(%)

:⑤ =(②+

O)/① ×100

風しんワクチ
ン

接種率(96)

:⑥ =(②+

④)/① Xloo
牛寺伊1 市 101,577 73.462 5 10 72.3 723

1 つ くま市 2,163 1,901 0 1 879 879
2 ヒ越市 1,835 1593 0 0 868 868
3 四 日市市 21914 2,527 0 1 86.7 868
4 ― 宮 市 3,789 3.252 0 0 85.8 85.8
5 高崎市 3.492 2,985 0 1 85.5 855
6 ;召津市 1,710 1,404 0 0 82.1 821
7 (戸 市 2,375 1.893 0 0 79,7 79.7
8 松 ラξ市 2.097 1,663 0 0 793 79.3
9 吹 田市 3,489 2,753 0 0 789 789

10 :田 市 2.290 1.778 0 0 776 776
熊谷市 1.672 1,293 0 0 773 773
長岡市 2,410 1,862 0 0 773 773

13 伊勢崎市 2.141 1.642 1 0 767 767
14 枚方 7 3.763 2,826 0 0 751 75_1
15 越谷市 2,875 2,155 0 1 750 750
16 呉市 1,857 1,381 0 0 744 74.4
17 l 口 4.582 3.384 2 0 73.9 739
18 明石 1 2.608 918 0 0 735 73.5
19 鳥取市 1,765 286 0 0 729 729
20

=ユ

カロ7 2.279 660 0 0 72.8 728
21 宝塚 1 2.134 530 0 0 71_7 717
22 大和市 1958, 392 0 0 71_1 71.1

23 ノヽ 戸市 2,050 455 0 0 710 71.0
24 春 井 3.064 2,162 0 0 706 70.6

25
冨井 2,535 782 0 0 70_3 703
山 形 2,235 ，

′
民
υ ・0 0 70.3 703

27 戸斤;尺 7 2.850 998 0 0 70.1 70.1

28 茅ヶ崎市 2,128 489 0 0 700 700

29 八尾 7 2.470 702 0 0 689 689
]士市 2,501 722 0 0 68.9 689

31 甲∫ 1.666 125 0 0 67.5 675
32 厚木市 2,121 427 0 1 67.3 67.3
33 佐 1 保 T 2.357 577 0 0 669 669
34 ]岸り|| 2,006 298 0 0 64.7 647
35 小田原 T 1.615 035 1 1 64.1 64.1

36 春 日音5 ロ 1,957 243 0 0 635 635
37 岸和田 T 2.008 184 0 1 59.0 590
38 加 古 川 市 2,569 479 0 0 576 576
39 豊中 T 3.481 995 1 2 573 574
40 平塚市 2,473 356 0 0 548 548
41

一
Ｋ (市 3.293 784 0 1 54.2 542

※ 市 ま、地方 自治法で指定されてし 口 20万 以上 の

表5-1

平成22年度 12月 末中間評価 第2期 麻しん・風しん含有ワクチン接種率 接種対象群別結果一覧
(1寺例市別 )

平成22年 12月 末時点

-17-
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表5-2

平成22年度 12月 末中間評価 第3期 麻しん口風しん含有ワクチン接種率 接種対象群別結果一覧
(特例市別 )

平成22年 12月 末時点

3

‖贋イ立 特例市

麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数 (人 ):

①

MRワ クチン

接種者数(人 ):

②

麻しん単
抗原
ワクチン
接種者数
(人 ):③

風しん単
抗原
ワクチン

接種者数
(人 ):④

麻しんワクチン

接種率 (%)

:⑤ =(②+③)/

① X100

風しんワクチン

接種率 (9`)

:⑥ =(②十④)/

① X100
一タ

108,733 76.115 19 41 70.0 700
1 つくば T 2.092 2,098 0 5 1003 1005
2 公本市 2,326 2,203 0 3 947 948
3 山形 打 2,351 2.110 0 0 897 897
4 長岡 i 2.709 2,410 0 0 890 890
一ｂ 上越市 2,053 1,780 0 0 867 867
6 太 田 7 2.235 1.915 3 2 858 858
7 ―宮市 4,081 3.455 0 0 84.7 84_7
8 福井 T 2.569 2,146 1 1 836 83_6
9 水戸市 2716 2,214 0 0 815 81.5

10 厚木市 2,130 1,717 3 3 808 80_8

高崎市 3,671 2.957 0 2 806 80.6
12 四 日市市 3,266 2616 0 0 801 801
13 小田原市 1.864 1,440 0 0 773 773
14 八戸市 2427 1,834 0 0 75_6 75_6

15 ,召 津市 1,790 1,321 0 0 738 738
イヂ: 2,185 1,611 1 1 738 738

17 富 」 2,639 1,825 0 1 692 692
18 た和市 2,155 1.459 0 1 677 677
19 八尾 T 2.610 1,764 0 0 676 67.6
20 呉 市 2.120 1,427 0 1 67.3 67.4
21 明 石 市 3,024 2,033 0 1 672 673
22 熊 谷 i 1,940 1.295 0 0 668 668
23 :取 T 1.891 1248 0 0 660 66.0
24 枚方市 4.177 2,731 2 2 654 65_4
25 佐世 程市 2,654 1,726 1 0 651 650
26 k田 市 3,417 2.219 0 1 649 65.0
27 春 日都市 2.254 1,436 0 0 637 63.7
28 越谷市 3,245 2,032 1 0 62.7 62.6
29 力日型野 1市 2,881 1,770 0 0 614 61.4
30 寝 屋 1市 2.332 1,421 0 0 609 60_9
31 所沢市 3,057 1,848 0 0 605 60.5
32 豊 中 3.685 2,224 0 2 604 60.4
33 春 日井 市 3,033 1,826 0 0 602 60_2
34 |1口 4,550 2.708 0 3 595 59.6
35 草加 T 2.342 1,368 0 0 584 58.4
36 宝塚 2,272 1.318 0 0 580 580
37 「ケⅣ 市 2.309 1,331 2 5 577 579
38 平塚市 2,546 1,427 1 2 561 561
39 甲府 1,873 1.032 1 3 552 553
40 茨木 7 2.952 1,597 1 1 541 541
41 岸和田市 2,310 1.223 2 1 53.0 530

は 、 治法 で指定されて るヽ人口20万以 の

-18-



第4期

順位 特例市

麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数
(人 ):①

MRワクチン
接種者数(人 ):

②

麻しん単
抗原
ワクチン

接種者数
(人 ):③

風しん単
抗原
ワクチン

接種者数
(人 ):④

麻しんワクチン

接種率 (%)

:⑤ =(②+③)/

①×100

風しんワクチン
接種率(%)

:⑥ =(②+④)/

①×100
■

ｆ 106,269 62.861 86 131 59.2 59.3
1 上越市 2.054 1,697 0 0 826 826
2 長岡市 2,775 2.236 0 0 806 806
3 一

１ 3,825 3.054 0 0 798 798
4 山形市 2.523 1,987 0 0 788 788
5 つくば市 2012 11516 6 13 756 76.0
6 菖井 T 2,625 1,902 0 3 725 726
7 又T 2,042 1.424 0 0 697 69.7
8 くFT 2.570 1778 0 0 69.2 692
9 四 日市市 3.073 2,120 0 3 69.0 69.1

10 高崎市 3.600 2,470 1 8 68.6 68_8
八 戸 1 2,688 1,831 0 0 681 68.1

12 ]± 7 2,577 1.722 1 66.9 669
13 壁保市 2,916 1940 0 0 665 66:5
14 沼津市 1,929 1,280 0 0 664 66.4

15
春 日井市 2.745 1,791 0 8 65.2 655
明石市 3.000 1,955 1 2 652 65.2

17 公本市 2,086 1,359 0 6 65.1 654
18 熊 谷 T 2,072 1,226 0 0 59.2 59.2
19 Ｌ

ア 2.227 1.309 7 3 59.1 58.9
20 横田 7 1,957 1 133 13 9 58.6 58.4
21 升勢崎市 2.120 1,231 1 2 58.1 582
22 :谷市 2.919 1,676 0 3 574 57.5
23 力日型ゴリl 2,717 1,553 0 0 572 572
24 干〒F 1,759 984 4 2 56.2 56.1

25
八尾 T 2,674 1491 1 1 558 55.8

宝塚市 2.043 1,136 3
７
′ 558 56.4

27 枚方 T 3,973 2,174 14 9 55.1 54.9
28 て 日市 3,132 1631 0 2 52.1 521
29 岸和 田市 2.241 1,161 2 2 519 519
30 寝 屋 り| 市 2,302 1,174 1 4 510 51.2
31 春 部 市 2,302 1.150 1

う
乙 50.0 500

32 呈呵コ7 3.620 1,788 9 4 496 495
33 草加市 2,182 1.060 0 0 486 486
34 こ市 2.163 1,028 3 7 477 47.9
35 田ヽ 原 市 1,892 889 0 1 470 470
36 ミ市 2.551 1.178 7 3 465 463
37 所沢市 2.922 1,337 2 5 458 45.9
38 茅ヶ此市 2,079 918 4 4 443 443
39 大和市 2,007 788 2 3 39.4 39.4
40 川 口市 4.712 1,822 2 4 387 38.8
41 平塚市 2,663 962 1 0 362 361

| 、地方 自治法で指定されている人 口20万以上の

表5-3

平成 22年度 12月 末中間評価 第4期 麻しん・風しん含有ワクチン接種率 接種対象群別結果一覧
(特例市別 )

平成22年 12月 末時点
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表6-1

平成 22年度 12月 末中間評価 第2期 麻しん・風 しん含有ワクチン接種率 接種対象群別結果一覧
(特別区別 )

平成22年 12月 末時点

第 2期

順位 牛寺別区

麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数
(人 ):①

MRワクチン
接種者数(人 ):

②

麻しん単
抗原
ワクチン

接種者数
(人 ):③

風しん単
抗原
ワクチン

接種者数
〔人):④

麻しんワクチン
接種率 (96)

:⑤ =(②十③)/

①文100

風しんワクチン

接種率 (%)

:⑥ =(②十④)/

①X100

特別区 64,076 43.245 5 4 67.5 67.5
1 東馬区 5,673 4,382 0 0 772 772
2 中央区 814 611 0 1 751 75.2
3 足立区 5.349 3,977 1 0 74.4 74_4
4 大 田区 5,125 3.807 0 0 743 74.3
5 千 代 田 区 309 228 0 0 738 738
6 杉並区 3246 2,380 0 0 733 733
7 台東区 1,032 748 0 0 725 72_5
8 世 田谷 区 6.188 4,441 0 0 718 718
9 目黒区 1,665 1,179 1 1 709 709
0 江 東 区 3,882 2.677 0 0 690 690
1 葛飾区 3.509 2,299 0 0 65_5 655
2 板橋 区 3873 2,509 0 0 648 64.8
う
０ 豊 島区 1,394 897 0 0 643 643
4 中野区 1,714 1097 0 0 640 64.0
5 渋 谷 区 1.180 742 0 0 629 629
6 江戸川 区 6,525 4,087 1 1 627 627
7 文京区 1,382 852 0 0 616 616
8 Jヒ D【 2.118 1,272 1 0 60.1 60.1
9 新宿区 1,646 988 1 0 60_1 600

20 墨 田区 1,684 1.001 0 0 594 594
21 品川区 2.498 1,441 0 0 57.7 57_7
22 港 区 1,768 962 0 1 54_4 54.5
23 荒川区 1.502 668 0 0 445 44.5
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第 3

順位 特別区

麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数 (人 ):

①

MRワクチン

接種者数(人 ):

②

麻しん単
抗原
ワクチン

接種者数
(人 ):③

風しん単
抗原
ワクチン

接種者数
(人 ):④

麻しんワクチ
ン

接種率(%)

:⑤ =(②十
③)/① Xloo

風しんワクチ
ノ

接種率 (%)

:⑥ =(②+

④)/① x100
特別区 63,243 38,281 6 53 60.5 60.6

1 葛飾区 3,760 2,807 0 1 747 747
2 杉並区 31271 2,307 0 7 70.5 707
3 台東区 1,064 723 0 1 680 68.0

4 中央区 683 445 0 0 652 652
5 中野区 1,682 1,082 0 0 64.3 643
6 豊島区 1,383 880 0 0 63.6 636
7 Jヒ DE 2,065 1,297 0 4 62.8 63.0

8 世田谷区 6,102 3,807 1 16 624 627
9 千代田区 390 243 0 0 623 623

10 大田区 5,138 3,169 1 4 617 618
板橋区 3.809 2,300 0 1 60.4 604
文京区 1,368 826 0 0 60.4 604

13 江東区 3,092 1,838 1 3 595 595
14 目黒区 1,721 1,022 1 0 59.4 59.4

15 足立区 5,679 3,364 0 0 59.2 592
16 練馬区 6,104 3,515 0 5 576 577
17 江戸川区 6,593 3,709 1 4 563 56.3

18 品川区 2,131 1,198 0 1 562 56.3

19 渋谷区 1,172 652 0 0 55.6 55.6

20 荒川区 1,412 752 0 2 53.3 53.4

21 新宿区 1,615 840 0 2 52_0 521
22 港 区 1,338 680 0 0 50.8 508
23 墨田区 1,671 825 1 2 49.4 495

表6-2

平成 22年度 12月 末中間評価 第3期 麻しん・風しん含有ワクチン接種率 接種対象群別結果一覧
(特別区別 )

平成22年 12月 末時点
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表6-3

平成 22年度 12月 末中間評価 第4期 麻しん・風しん含有ワクチン接種率 接種対象群別結果一覧
(特別区別 )

平成22年 12月 末時点

第4期

順位 1寺別区

麻しん風しん
ワクチン接種
対象者数
(人 ):①

MRワクチン

接種者数(人 ):

②

麻しん単
抗原
ワクチン

接種者数
(人 ):③

風しん単
抗原
ワクチン

接種者数
(人 ):④

麻しんワクチ
ン

接種率(%)

:⑤ =(②+

③)/① xloo

風しんワクチ
ン

接種率(%)

i⑥ =(②十
CD)/(Dx loo

牛寺別 区 601823 25,918 27 102 42.7 428
1 中野区 1,739 869 0 9 50.0 505
2 杉並区 3,386 1,673 1 12 494 '498

3 千代 田区 303 148 0 1 488 492
4 目黒区 1624 777 1 4 479 481
5 豊島区 1,436 681 0 2 474 476

6
文京区 1,314 617 1 0 470 47.0
品川区 2,044 960 0 0 470 470

8 世 田 谷 区 5,795 2,700 3 24 466 470
9 中央区 510 234 0 0 45.9 459

10 板橋 区 3,848 1,744 1 6 453 455
Jヒ 区 2,099 946 0 5 451 45_3

12 渋谷区 1,089 479 0 0 44_0 440

13
台東区 1016 446 0 4 439 44.3

練馬区 5,976 2.622 0 5 439 440
15 大 田区 4,773 2.048 2 2 429 429
16 葛飾区 3.722 1,524 1 0 410 40_9

一ノ 墨 田 区 1,573 617 1 5 393 395
18 荒川 区 1,410 546 3 2 389 38_9
19 港 区 1.128 431 0 0 382 38_2
20 新宿区 1,630 600 3 8 370 37.3
21 江東区 2,984 1.097 4 6 369 370
22 江戸川区 5,748 2,108 2 4 367 367
23 足立 区 5,676 2.051 4 3 362 362
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表7-1

平成22年度中間評価

【4月 1日 ～0月 30日 】

麻しんワクチン接種率:58.3%
(北海道 474%～福井県 732%)

風しんワクチン接種率 :58.3%
(北海道474%～福井県 732%)

厚生労働省健康局結核感染症課,日立感染症研究所感染症情報センター

表7-2

平成22年度中間評価

【4月 1日 ～9月 30日】

麻しんワクチン接種率:61.0%
(福岡県 483%～茨城県 909%)

風しんワクチン接種率:61.1%
(福岡県 43.3%～ 茨城県 909%)

厚生労働省健康局結核感染症課.日立感染症研究所感染症情報センター
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第2期 麻しん・風しん含有ワクチン接種状況

【4月 1日 ～12月 31日 】
(※佐賀県のみ4月 1日 ～11月 30日 )

麻しんワクチン接種率 :70.9%
(高知県605%～福井県 826%)

風しんワクチン接種率 170.9%
(高知県 60.5●/。～福井県 826%)

[麻しんワクテン接種率]

■ 90.0%以 上(☆950%以上)

日 800%以上900%未満

回 700%以上800%未満

□ 600%以上700%未満

□ 500%以上600%未満

■ 4000/0以 上500%未満

■400%未満

第3期 麻しん・風しん含有ワクチン接種状況

【4月 1日 ん12月 31日 】
(※佐賀県のみ4月 1日 ～11月 30日 )

麻しんワクチン接種率:68.9%
(福岡県555%～ 茨城県 926%)

風しんワクチン接種率 :69.0%
(福岡県555%～茨城県 9260/0)

[麻しんワクチン接種率1

■900%以上(☆950%以上,

日80o%以上900%未満
回700%以上800%未満
□600%以上700%未満
□500%以上600%未満
■400%以上5000/0未満
■400%未満

√



表フー3

平成22年度中間評価 第4期 麻しん・風しん含有ワクチン接種状況

【4月 1日 ～ 9月 30日 】

麻しん7クチン接種率 :49.3%
(神奈川県30.7%～ 福井県 743%)

厚生労働省健康局結核感染症課,国立感染症研究所感染症情報センタニ

【4月 1日 ～12月 31日 】
(※佐賀県のみ4月 1日 ～11月 30日 )

麻しんワクチン接種率:58:8%
(神奈川県 376%～福井県 81.4%)

風しんワクチン接種率:58.9%
(神奈川県 377%～福井県 815%)

[麻しんワクチン接種率]

■900%以上(☆ 950%以上)

□ 800%以上900%未満

回 700%以上800%未満

□ 600%以上700%未満

□ 500%以上600%未満

日 4000/●以上500%未満

■ 4000/.未満

風しんワクチン接種率 :49,4%
(神奈川県308%～福井県 743%)
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図1年齢/年齢群別麻・lD予防接種状況(4010年7～ 9月 調査)

～2010年度感染症流行予測調査より中間報告 (暫定値)～
(接種歴不明者を含むn=7,485)
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図3年齢/年齢群別麻疹PA抗体保有状況の年度別比較 (各年度7～ 9月 採血)

～2010年度感染症流行予測調査より中間報告 (暫定値)～
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図5麻疹含有ワクチン1回接種者の麻疹PA抗体保有状況
～2010年度感染症流行予測調査より中間報告(暫定値)～
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図6麻疹含有ワクチン2回接種者の麻疹PA抗体保肴状況
～2010年度感染症流行予測調査より中間報告(暫定値)～
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図7麻疹含有ワクチン未接種者の麻疹PA抗体保有状況
～2010年度感染症流行予測調査より中間報告(暫定値)～
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資料3-1

健 感発 1111第 2号

平成 22年 11月 11日

各
{lifi

衛生主管部 (局)長  殿

厚生労働省健康局結核感染症課長

麻 しんの検査診断について

日頃より、感染症対策に関し、ご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

麻しん対策については、「麻しんに関する特定感染症予防指針 (平成 19年 12月

28日厚生労働省告示第 442号 )」 に基づき、平成 24年までに麻しんを排除するこ

とを目標として取 り組んでおり、その一環として、平成 21年 1月 15日付け厚生労

働省健康局結核感染症課事務連絡「麻しんの検査診断体制の整備について」により、

麻 しん患者の検査診断の実施に関する体制整備をお願いしているところです。

さて、麻しん患者の報告の約 6割が「IgM抗体検査」による検査診断に基づいて

おりますが、麻しんの「IgM抗体検査」は、麻 しん以外の発疹性ウイルス疾患に罹

患 している場合にも陽性になることがあると指摘されています。このため、麻しん

の確定診断には、遺伝子検査 (R卜PCR法 )を含めた精度の高い検査を実施 してい

く必要があります。

麻しん患者の報告数は、平成20年 11,015件 、平成21年 741件、本年 396件 (第

40週まで)と顕著に減少しており、麻しん排除に向けた取り組みを進めるために

も、麻しんの正確な診断が一層重要となっています。

このような状況を踏まえ、第6回麻しん対策推進会議 (平成22年 11月 1日 開

催)において、麻しん患者と診断された患者の検体を可能な限り確保し、遺伝子検

査を推進すべきとの提言がなされました。

今後は、地方衛生研究所及び保健所等が連携して、麻しん患者の、発症早期の検

体 (咽頭ぬぐい液、血液、尿)を可能な限り確保し、遺伝子検査を実施するととも

に、別添を参考に、管内の医療機関に、感染症法に基づく麻しん患者の発生の届出

と併せて、患者の検体の提出を依頼するようお願いいたします。

なお、都道府県等が行う当該遺伝子検査は、感染症法第15条に基づく積極的疫学

調査の一環として行うことができるものであり、感染症発生動向調査事業の国庫補

助の対象となりますざ

-1-



麻しんの検査診断には、PCR検査が有用です。

保健所を通じて、検体をご提出<ださい。

○ 臨床的に麻 しんと診断された症例や、麻 しん lgM抗体が陽性の症例であっても、実際

には、伝染性紅斑や突発性発 しんなど、麻 しん以外の症例が存在 します。

○ 我が国では、麻 しん排除を目指して取り組んでおり、真の麻 しん症例が減つてきてい

ることから、麻しんと診断される症例のうちt実際には麻しんではない症例の害恰 が増

えていきます。このため、麻しんの確定診断のためには、これまでよりも、精度の高い

検査診断が必要になっています。

～麻しんを診断した際には、速やかに届出が必要です～

麻しんは感染症法の5類感染症であり、診断した全ての症例について医師による届出が必要です。

麻しんを診断したら、速やかに、保健所に届け出てください。

厚生労働省・国立感染症研究所

0

○

地方衛生研究所や日立感染症研究所では、麻しんの検査診断のためのPCR

検査を実施しています。発症からできるだけ早い時期の検体を採取し、保

健所を通じてご提出ください。あわせて、感染症法に基づく届出を行つて

ください。

検体の採取・提出方法は、最寄りの保健所にお問い合わせください。

● 検体 (咽頭ぬ ぐい液、血液、尿)は、4°Cで保存 して、速やかに提出してください。咽頭ぬ ぐい液

の採取キ ッ ト|よ 保健所に配布されています。血液は、全血を EDttA加 容器に 2ml、 尿は、尿培養用

容器に 10～ 20mi採取 して ください。

● 地方衛生研究所で行う検査は、麻しんと臨床診断した症例と麻しん lgM抗体陽性の症Jの検体が

対象です。鑑別診断や除外診断のための検査は行いません。

(注 )麻 しん症例であつても、検体の採取時期によつて、PCR検査で陽性にならないことがあります。′

○ 検査の結果は、提出元医療機関にご報告するだけでなく、国内の麻しん

症例数の正確な調査や、麻しんの感染経路の調査などに役立てられます。

～2012年の麻しん排除に向けて、取り組みを進めています～

我が国では、WHOと ともに、2012年 までの麻しん排除を目標 としています。世界では、南北アメリ

カなど、多くの地域で、もはや麻 しんの流行はみられず、麻しんの排除が宣言されています。

麻 しんにかかると、肺炎や脳炎などで 1000人に 1人が死亡する可能性があるなど、麻しんは重大

な病気です。子どもたちの命を守るためにも、麻しん排除に向けて、取り組みを進めています。

地方衛生研究所で行う検査は、麻 しん排除のためにも重要です。皆さまのご協力をお願いいたしま

す。  _





{検体数)

地衛研で実施された検査

ウイルス分離 ヒM測定

■咽頭■い液 ●血液 嗜尿 ●その他
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感染症法に基づく医師の届出基準 (改正案)

1日

別紙

医師及び指定届出機関の管理者が都道府県知事に届け出る基準

14-3 麻 しん

(1)～ (3)(略 )

(4)届 出のために必要な要件

ア及びイ (略)

ウ 修飾麻 しん (検査診断例 )

届出に必要な臨床症状の 1つ以上を満た し、かつ、届出に必要な病原体診断

のいずれかを満たすもの。

届出に必要な臨床症状

ア 麻 しんに特徴的な発疹

イ 発熱

ウ 咳嗽、鼻汁、結膜充血などのカタル症状

届 出に必要な病原体診断

検査方法 検査材料

分離 。同定による病原体の検 出 咽頭拭 い液、

血液 、髄液 、

尿
検体から直接のPCR法 による病原体の遺伝子
の検出

抗体の検出 (IgM抗 体の検出、ペア血清での

抗体陽転又は抗体価の有意の上昇 )

血L7青

別紙

医師及び指定届出機関の管理者が都道府県知事に届け出る基準

14二 3 麻 しん

(1)―  (3)(田各)

(4)届 出のために必要な要件
ア及びイ (略 )

ウ 修飾麻しん (検査診断例)

届出に必要な臨床症状の 1つ以上を満たし、かつ、届出に必要な病原体診断の
いずれかを満たすもの。

届出に必要な臨床症状

ア 麻 しんに特徴的な発疹

イ 発熱

ウ 咳嗽、鼻汁、結膜充血などのカタル症状

届出に必要な病原体診断

検査方法 検査材料

分離・同定による病原体の検出 咽頭拭い液、

血液、髄液検体か ら直接 の PCR法 に よる病原体の遺伝子
の検出

抗体の検出 (IgM抗 体の検出、ペア血清での

抗体陽転又は抗体価の有意の上昇 )

血 清



届出様式 (改正案)

1 螂 し ん に つ い て は 、 静 断 を ● つ た 0¨ は フ ロ 以 内 に 昴 ょ1■ し て い た だ く こ と と /_つ て お り ,丁 が 、
"し

ん に 対 す る よ

リエ粛な行政 |ヽふ に責す 0た め、は しんをお断 したムい|は 2401間 以内をヨ処に最寄 りの保
"所

への届出を1+っ ていた

た くようおmい します _

2 嗜颯き瀬
"1に

ついては 扇出社であつて し可能な限 り検曇誇 P‐ を実■ し、そのに入について曇寄 りの保et所 に4告 し

別
=己

株 式 5-14-3

別記様 式 5-14-3

(ア )分 醸  m=に よる● 哺体の ■出

備 い 1 輌頭 ,itい液 ‐IllT脱 声 ‐尿 その 地 t

(イ )崚 ltか ら直,tの PCR,■ による●用体遺伝子の崚出

別記様式 5-14-3

l廃三二
=LII百

三
=〕=二

整
=二

郎 |

都 道 府 県 知 事 (保 4tt所設 置 市 ・ 特 別 区 長 ) 殿 ん時 じ 発 生   届 |

計 号 こ1己

`t,

都 道 府 県 知 事 (保健 所 設 置 市 ・ 特 別 区 長 ) 殿

悪
`●

fIの 予防及 び感 豊た の L者に対 す る E・■療 にMす る法 ,|=12条 第 1項 (同 条 軍 G項に おいて準用す る
'■

合 こさむ ,

の規定 に よ り、 ■t下 の とお り届 け出 る

… …

__年
一

_旦
旺 い の 二 ら _ __ __― ―― ― ― ‐ ―― ― ― ――  一 一

二_____一 二p_
(署 名又は 1己 名押Fnの こと

'●■Fr,“ L ●o所の●■ _ ____― ― ――――――――― ―― ― ―-1‐■ 1己 病Ft ttf●所の所在lL(、
`〕

５

　

赫

晰

方

法

3嗜 しん 色 llワ クチ ン |'Ii旺

,■

`■

年 月 日 r s H    年   月    日  不 明 )

遺 {― 型  て

」感豊原因・螂肇II路 ( 確定・撻定 )

,難感染 G瞑触 した人 ‐物の性n 機 兄 |

その ll・ (

推 定  )
椰 道 府 県

口

工,ベ ア屁

"て
の航体の 検出

li■ ●    l i口 ln        ●・ 口        )
結 果  ホ■曜 |三・ lA体 16の有 p上 昇

腱薫方法 i〔 IA・ Hl ・ HT 臥 ・ その 他 十   ,
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平成22年度厚生労働科学研究費 :ワクチン戦略による麻疹および 資料4
先天性風疹症候群の排除、およびワクチンで予防可能疾患の疫学 ■
、 並び1主ヮクチンの有用性に関する基礎的臨床的研究

(研究代表者:岡部信彦):「麻疹排除計画中間評価(主に平成22年8月時点)」のまとめ
O砂川宙正、山本久美、中島一敏、島田智恵:以上、日立感染症研究所感染症情報センター)、 吉武擁子 (アイ・シー・ネット株式会社)

<目的 >2012年までに我が国より麻疹の排除を達成することを正式な国の目標とした「麻しんに関する特定感染
症予防指針」(2007年 12月 )に基づく、これまでの我が国における麻しん排除の活動を包格的にレビュニし、効果
的な活動を継続・強化し、問題点を解決する。

<方法 >計画開始後(平成20年)から中間評価時点までにどのような取り組みがなされ、どのような効果があつた
か、各種データのまとめ、および関係機関や自治体(5都県)での聞き取りより、評価指標に基づく達成状況の確
認と分析(促進要因、阻害要因の特定を含む)を行い、麻疹排除計画後半期Iビ対する提言と教ヨ1をまとめた。

<結果>主なデァタの要点を示す。

＞施
率

実
種

く
接 (平成20年度)→ (平成21年度〉

第1期 943%→●36%(‐●メ イント)

第2期 918%→ 92396(+04ポイント)

第3期 85196‐ |`9%(+Q8ポイント)

第4期 77396‐ 77096(-04ポ イント)

0寝学 :

く実施>(平成20年度)=(平成21年度 )

壼者報告菫:11,o“視→741例 (93961)
日の会議での情報共有: 2日‐2回
WHOへ0報告:   月1回‐月1回

注目記事:      12回 →2回
く評価の実施>サーベイランス膵価等実施無し)

くな機向上>(平成加年度)‐ (平成21年度)

都道府県レベルの病型誤分類
・届出基単非合致症腕 床鰺断例(%)|

・検査結果の顆 g黎嘉18T°
3"

●粧 :    922101a焙)→7r245(396)

く実施>
集団発生対応数:都道府県チェックリスト調査より

2.82374.8鮮例(586%:平口 年D
データ無し(平成21年度)

免疫保有率 :同上(P劇姜

“

:16(1:1261以 上)

1菫 66%(51%'→ 7396(54%)

“

歳 98X(94X)→ 98%(9496)
1●14歳 04%(78%)→97%(84%)
1519歳 95%(8196)→ 97%(B596)

く評価の率施>機種率・免疫保有率・副反応について毎年有
く意漁向上>都道府県レベルの計口有 142696:2α 47)

ロレベルでのリニフレッ

“

種類、ポスター2種類、
TVCMl種類(地域)、 DVDl種類、H睡携(複数)

事例経験保健所敏:同上
282562保健所(502%:平 成20年度)

データ無し(平成21年度)

サーベイランスデ→ (NES10)に 疲学情報有の症例数
。疲学的リンクの情報あるいは調査済み、の日戯
(平成

"年
度)2雄 例(報告数全体崚 96)

(平成21年度)¨倒 (籠告敷全体の4796)

茎鵬撃江翻       :
較撒 鷹摯己摯軍[署

的oM涜り の口合 ,2∝引■0“

“

82%:平虚 0性)‐43昭
“

594性平成244甲

革議躍ねJ需題計糎鰹灘淫酵調酬:騨誦糠塁j理製鋼;諏
観硼。

平成22年度厚生労働科学研究費 :ワクチン戦略による麻疹および
先天性風疹症候群の排除、およびウクチンで予防可能疾患の疫学

並びにワクチンの有用性に関する基礎的臨床的研究
(研究代表者 :岡部信彦):「麻疹排除計画中間評価 (主に平成22年8月 時点)Jのまとめ

O砂川富正、山本久美、中島一敏、島田智恵:以上、日立感染症研究所感染症情報センター)、 吉武桃子(アイ・シー・ネツト株式会社)

<結論>
・ 麻疹排除計画が開始してから約2年半が経過し患者報告数は著減した。

・ 平成21年度末時点までに、予防接種率は第1期、第2期とも90%台を維持も、いずれ
の期も目標である接種率95%以上を国全体では達成していない。

・ サーベイランス強化については全数サ=ベイランスの開始や検査確定率向上など―
定の効果が確認できる。サーベイラシスシステム評価は未実施であり、必要である。

・ 発生時対応の強化にういては現時点では達成度を確認できる段階に至つていなぃ。

・ 予防接種の徹底・サーベイランス強化・発生時対応強化の三本柱のいずれもt自治体
による取り組みの違いや差が年々大きくなってきている。

<主な提言>
, 我が国における麻疹排除の定義の明確化と関係者との合意.

・ 第1期から第4期までの接種率95%以上に向けたさらなる取り組みの強化。特に未接
種者の把握と未接種者にターゲットをしばつた個別勧奨の徹底。

・ 学校入学時の接種証明書提出の導入の積極的な検討。

・ 全例検査診断化へのサーベイランス届出定義の変更。
・ 積極的疫学調査徹底のための法的根拠を明確化することへの検討。
・ 麻疹排除に対する国レベルのキャンペーン戦略の策定と実施。
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資料5

く第6回推進会議以降の取組>
●来年度の中学■年生、高校3年生に対するリーフレットの作成を進めている。

く更なる取組について>               ´
●自治体、医療従事者等、関係者の一層の取組を促す方法についてどう考えるか。
●予防接種の接種率を向上させるため、更にどのような取組ができるか。

例)学校との連携により、入学時等に予防接種済証や母子手帳を確認する 等

く第6回推進会議以降の取組>
●麻しん患者の検体を確保し、遺伝子検査を実施するよう通知

※平成22年 11月 ■1日 健康局結核感染症課長通知「麻しんの検査診断について」

く更なる取組について>
●贈M検査及び遺伝子検査の結果を踏まえた麻しんの診断について、より明確で分かりやすいガイドラインが必要で
はないか。                  ,

●麻しん排除の達成にあたつては、優れたサ,ベイランス体制が前提とされており、国際的な基準に適合したサーベ
イランスの実施が必要ではないか。                ′

●麻しん排除の基準については、「麻しんに関する特定感染症予防指針Jの策定時においては、1年当たり人口loo
万人当たり■例未満とされていたが、国際的に、患者数だけでなく、より質の高いサーベイランス体制に基づく麻し
ん排除の基準が提唱されてきており、このような状況を踏まえて、我が国の麻しん排除の基準に関する考え方を検
討していくべきではないか。

‐
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資料6

WHO地域毎の麻疹排除目標

具体的な排除目標年は
決まっていない

南東アジア地域

参 考資料 P.Strebd 8th G:● bd Meades and Rubdh LabNet Meeting 2010 September20-22

-1-
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世界における麻疹による推定死亡者数

395000名

(200o年)
¨
¨
¨
΅
¨
¨
¨
¨
¨
。

2350004
(20004F)

(20074F)

_45000名

(20074F) 10000名

(2007年 )

25000名
~~

(2000年)7000名
(20074F)

アフリカ 汎アメリカ 東地中海 ヨーロッパ 南東アジア 西太平洋
地域   地域   地域   地域   地域   地域

参考 資料 MMWR Morb MorLal Wkly Rep.2008 Dec 5:57(48)1303-6.

11,015例 麻疹患者報告数推移

データ元
感染症発生動向調査
感染症情報センター

739例
450011

20091F
-2-

麻しんに関する特定感染症予防指針
(2007年 12月 )
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2003年 西太平洋地域委員会会議(RCM)で決議された西
太平洋地域麻疹排除のための活動計画案(西太平洋地域
委員会会議決議 :R54.R3)

1.麻疹排除のための国家的計画の策定・強化

.  2.予防接種拡大計画(EPI)強化べ役立てる統天性風疹症候群の予防など)

3:全ての子供に2回の麻疹ヮクチン接種を(人口の95%に免疫を)

4.サーベイランスや実験室診断の確立]強化          `
5.予防接種率や疾病発生率などのデニタ報告の強化・質の向上

参考 資料:WHO/WPRO日 dd Gutternes for MeasLs E‖ mmation(2004)

麻疹排除のためのガイドライン(2004年 )

(西太平洋地域事務局)

`排除'へ向けた運用上の定義と指標 (暫定基準)

1.麻疹確定症例が100万人口当たり1例未満(輸入例を症例を除く)

2.質 の 高 い サ ー ベ イラン ス の 実 施 (80ス以上の地域において10万人口当

.  たり1例以上の麻疹疑い例の調査、麻疹疑い例の80%以上で適切なヒM検査、全て
の流行からウイルスの検出・由来の調査)

3.全ての地域、全ての世代で95%の免疫保有(2回あワクチン接種率
が95%以上、輸入例による流行が′Iヽさいこと)

麻疹疑い例:(1)発熱(2)発赤疹(3)咳、鼻汁、結膜炎の3症状のある症例tまたは臨
床医が麻疹を疑つた全ての症例

参 考 資 料 :WHO/WPRO Fidd GuddinesfOr Measbs E‖ mhatiOn(2004)
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WHO(2010年 ):麻疹排除へ向けての進展モニタリング
定義、サーベイランスの指標と目標値、ならびにモニタリングの手段

WHO(2010年 ):麻疹排除へ向けての進展モニタリング
定義、サーベイランスの指標と目標値、ならびにモニタリングの手段  :

排除状態にあ
ることを示唆
する指標値

二回の麻疹含
有ワクチンの

接種率がとも
に9鵬以上

ロレベルならびに8"以上の都道府県において、年間
2例/10万 人口/年以上の麻疹除外症例の報告

80%以 上の麻疹疑い症例において適切に麻疹診断のた
めの実験室検査が行われること。

流行のうちの801以上で麻疹ウイルスの検出のための
検査がなされること

全ての麻疹疑い症例のうち8昴以上で、症例の届出
後、48時間以内に適切な調査が開始されること。



主参考資料 :Heywood et J.t2∞9)Bu‖ WoHd HeaLh Organ 3■ 64-71
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を評価するための指W麻疹排除が達成されてことを示唆する基準値⑩
の定義 の定義

一

′ある足められた地域
において賞の高いサーベィラン
スの下で、12ヶ 月以上にわたり
』堕鶴ヒ塑臼墾2ら歯がないこと
(そ の状態)

― ―

r 秦 憂、または疫字ヨ

重娠義邑百i鍵構鬱是魔
疹ウイブレス流行株との関…

′その地域の流行株、あるい
は12ヶ 月,上継続する輸入株による麻疹の伝播

―

′ウイルス字的もしくは疫学的、あ
るいはその両者によつて、発疹発症前のフ～12日

の間に日外で麻疹に感染したことが確認された麻

題Z』園塑圏鐘□2r Jttu鬱□□目を起源とする
一連の伝播の中で感染したことがウイルス学的も
しくは疫学的、あるいはその両者によって示され
る麻疹症例 u"u饉國包″による流行も、12ヶ 月
1,:卜 ‐ ′ 撻 さ 1-1+ 

“ “

を あ

"‐
´ ″ l.ヵ チトキ 4●

買の高いサーベイランスであることを示すために最IE限求められる主要な指標とそ
の目標値
指 標 基準値 (目檬値 ) 富薬の足穫

症例報告旱 国レベルで、2例以上ノ10万人口/年の

一
夕の報告があること。加えて、801以上の国家に
次ぐ行政単位において同レベルの報告があるこ
と。

EEEa□ 置′田床的に麻疹の診断基準を満たす
が、(a)枷Юの認める)熟練した実験室での検査、
あるいは〈b)麻疹以外の感染症による流行との疫学
的関連によって、麻疹ではないことが確認された症

冥腋ヨ横査による確認 80%以上の』彊ヨ醒」□日から、思性期の麻疹ウイ
ルス感染を検出するために

一

が集め
られ、 綱Юの認める)熟練した実験室で検査が行
われること。

(実験室による検査が行われず(a)疲学的に麻疹で
あることが確認された、 lb)麻疹以外の感染症との
疫学的リンクによって麻疹が否定され取り下げら
れた、もしくは麻疹特異】』抗体が陰性である症例
とのリンクによって麻疹が否定され取り下げられ

圧圧晨塑堕堕

『

発熙と発赤疹に加えて、咳、鼻
炎、縮膜炎のいずれかのため調査中の症例、または
臨床医が麻疹と疑つた症例。

]ワ堕E屋J墜「 血清診断 (麻療:gHの ELISA法 に
よる検出)のためには、発疹発症日から28日 以内に
採取した血清 (0昴 :以上)、 もしくは、 (WHOが推
奨している)フ ィルター紙上の3カ 所に十分量滴下

駆 辞 #ヽ翻 駿 妻 L誌
1矧

携 溜
員を釣1分撰取二が完分に湿 るまで歯肉に却 l_付 :+

麻疹ウイルスの検 出
=2′

 発
=間

隔から関連性が考えられ (発霧発症

:∬蝋雌笛熊 1翻標
岳ま 官轟

症日から5日 以内に採取されたもの。分子生物学的
手法 (RI PCRな ど)を用いる場合には、咽頭拭い液

肩営告ぼ鸞奮奪雪Fttbi l日 以内、日腔液てあれば

田萱の適切 さ 全ての』國騒國」□野のうち少なくとも80%以上
で、症例の届出後、48時間以内に

一

が開
始されなければならない。

EフZ置圧には、少なくとも以下の情報が全て含ま
れていなければならない。患者名 (または、:D)、

居住地、感染した地域、年齢 (ま たは生年月日)、
性別、発疹発症日、検体採取日、ワクテン接種歴、
最後にワクテン機種を受けた日、届出された日と調
査を行つた日 (疲学的リンクによって麻疹と確定さ
れた症例、麻疹以外の感染症との疲学的リンクもし
くは麻疹特異:g‖抗体が陰性の症例とのリンクに

=Tの地区、何奴区、奪らひに国レベルにおい
て、2回の麻疹含有ワクチンの機種率がともに95%
以上を達成し、かつ維持されていること。

ンクによる麻疹確定症例が、1例未満

(100万人口当たりの麻修患者数は、国内で感染し
た確定症例 (実験室診断によるもの、疲学的リン
クのはつきりしているもの)のみによって割り出
されるべきである。すなわち:この患者数の渕定

)適切な血液サンプルが採取
ておらず、また麻疹:d陽性の症例や、実験室診

断された他の感染症の症傷との疫学的リンクが不明
な症例。

―ベイランスの買を示す颯々の目標題や.ワクチン接程旱や思看数のレベルの目標■の
い。サーベイランスの質や麻疹排除へ向けての進渉を示す情報0全てが審査され、全て された上で、最終的な判断が下さ
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(参考)

20091F4月 1日 ～2010年3月 31日分

各 :ま、rl、

# 都】 1 野2期 第3期 第4'

1 北海道 962 92.4 789 75.8

2 青森県 87.2 93.4 92.1 858
3‐ ョ手明 96.1 i94.4 90.7 91.3
4 宮城リ 94.0 94.0 90.5 82.1

5 秋田リ 94.2 97.1 94.2 88.6
‐61 山形〕 93.9 95.4 94.2 91.7
7 91.5 92.9 888 810
8 た城, L 90.4 95.0 97.0 81.3

9 栃ラ 92.8 93.1 943 837
10 944 94.1 923 795
11 i玉リ 94.7 93.8 848 730
12 千ヨ 94.1 92.8 860 689
13 F 93.2 898 81.2 62.1

14 神奈川 94.2 8917 760 586
15 新澤 958 96.3 930 89.9

16 富山県 967 96.0 96.2 88.7

17 石川県 94.ア 94.9 91.9 87.4
18■ :県■ 19316 9516 94.8 90.2

19 山ヨ 90.7 92.3 83.4 79.6

20 長野 | 91.2 92.2 92=3 86.2

21 岐阜県 94.1 92.6 901 83.5

22 日 92.6 91.7 897 84.6
23 愛知リ 94.8 93.4 859 830
24 二重リ 95.2 93.5 86.7 846
25 滋賀リ 94.7 91.7 85.9 788
26 京都府 96.5 94.2 93.5 799
27 大 国1府 93.7 88.9 79.9 681
28 兵庫明ι 93.2 92.5 86.1 787
29 898 92.0 838 785
30 和歌山リ 935 947 927 847
31 鳥取リ 95.6 941 906 848
32 島根リ 95.2 953 930 897
33 岡山リ 95.0 946 883 782
34 広 J 932 914 842 733
35 山口〕 92.4 924 864 825
36 徳 J 94.1 94.1 87.4 83.5

37 香川県 93.4 94.2 88.5 83.2

38 愛媛県 920 950 90_0 85.9

39 高知県 919 88.4 80:2 77.1

40 福岡リ 89,7 91.8 80.0 78.3

41 佐賀リ 91.4 93.1 92.0 891
42 91.3 91.9 886 846
43 93.1 93.1 89.3 853
44 大分リ 936 93.2 87.4 749
45 宮鶴 936 91.6 885 822
46 鹿児渥 918 87.8 794 811
47 沖縄〕 915 88:6 844 765

全 ロコ 93.6 92.3 8519 77.0


